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藍
鼎
元
『
女
学
』
　
の
研
究

は
じ
め
に

ら
ん
て
い
げ
ん

藍
鼎
元
、
清
朝
の
康
照
一
九
年
(
一
六
八
〇
)
に
生
ま
れ
、
薙
正
一
一
年
(
一

ぎ

上

く

り

ん

　

　

　

　

じ

ん

あ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ろ

く

し

◆

う

七
三
三
)
に
没
し
た
。
字
は
玉
霧
、
ま
た
は
任
庵
。
福
建
の
悼
浦
の
人
。
鹿
洲

と
号
す
。
『
活
史
稿
』
巻
四
七
七
、
列
伝
二
六
四
循
吏
二
に
伝
記
が
見
え
る
(
列

伝
七
〇
に
も
、
藍
延
珍
の
従
弟
鼎
元
と
し
て
記
載
が
有
る
)
。
康
照
六
〇
年
(
四
二
歳
)

台
湾
に
朱
一
貴
の
乱
あ
っ
て
従
軍
、
功
績
が
認
め
ら
れ
、
後
に
薙
正
元
年
(
四

四
歳
)
、
北
京
に
招
か
れ
、
『
一
統
志
』
を
分
修
す
る
。
著
に
『
鹿
洲
集
』
・
『
東

征
集
』
・
『
平
台
紀
略
』
・
『
棉
陽
学
準
』
・
『
鹿
洲
公
案
』
が
有
る
と
い
う
。
な
お
、

『
清
史
稿
』
巻
一
四
六
、
志
一
二
一
、
芸
文
二
に
、
『
女
学
』
六
巻
藍
鼎
元
撰

と
見
え
る
。
今
、
『
鹿
洲
全
集
』
に
、
『
鹿
洲
初
集
』
・
『
平
台
紀
略
』
・
『
東
征
集
』
・

・
『
鹿
洲
公
案
』
・
『
脩
史
試
筆
』
・
『
棉
陽
学
準
』
・
『
鹿
洲
奏
琉
』
な
ど
と
と
も

に
、
『
女
学
』
六
巻
を
収
め
る
。

本
稿
は
、
『
女
学
』
　
の
資
科
分
析
を
通
し
て
、
撰
者
の
典
拠
資
料
の
扱
い
を

究
明
し
、
ま
た
、
こ
の
書
の
成
立
理
念
を
模
索
し
て
、
女
性
教
導
書
と
し
て
の

性
格
を
明
確
に
し
、
中
国
女
性
史
上
に
お
け
る
こ
の
書
の
位
置
づ
け
を
考
察
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

下
見
　
隆
雄

へ
、

こ
の
書
と
同
内
容
で
、
原
文
の
上
部
に
補
説
や
文
字
の
意
味
な
ど
を
加
え
た

『
典
故
列
女
伝
』
な
る
一
書
が
あ
り
、
こ
の
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
本
誌
『
東

洋
古
典
学
研
究
』
第
二
集
に
簡
単
な
紹
介
を
し
た
。
た
だ
し
両
書
に
つ
い
て
の

詳
細
な
比
較
検
討
に
つ
い
て
は
別
に
発
表
す
る
。

か
い
し
ん

『
典
故
列
女
伝
』
は
明
の
解
槽
を
撰
者
と
す
る
場
合
が
有
り
、
本
学
の
中
国

人
留
学
生
陳
梅
氏
は
『
解
栢
撰
「
典
故
列
女
伝
」
　
の
研
究
』
と
題
す
る
修
士
論

文
を
ま
と
め
た
。
本
稿
で
は
、
先
ず
、
こ
の
陳
梅
氏
の
研
究
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
氏
の
研
究
成
果
を
適
宜
紹
介
す
る
。
一
方
、
筆
者
は
独
自
の
立
場
で
研
究

を
加
え
、
『
典
故
列
女
伝
』
は
、
藍
鼎
元
の
編
纂
に
か
か
る
『
女
学
』
を
原
本

と
す
る
書
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
こ
の
見
解
に
依
拠
し
て
、
さ
ら
に
や
や
詳
し

く
本
文
に
対
す
る
資
料
研
究
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

『
女
学
』
は
、
「
女
学
総
要
」
　
で
初
ま
る
。
古
典
語
書
や
諸
家
の
示
す
女
教

の
要
を
掲
げ
、
『
女
学
』
全
編
を
統
論
す
る
。

〔
婦
徳
〕
篇
上
、
第
一
章
～
第
五
七
章
に
お
い
て
、
婦
徳
に
関
す
る
諸
家
の

指
摘
や
こ
れ
に
関
す
る
女
性
伝
記
説
話
を
連
ね
る
。
以
上
、
巻
一
(
「
女
学
巻
一

終
」
と
あ
り
、
『
典
故
列
女
伝
』
で
は
、
「
典
故
巻
一
上
終
し
と
あ
る
)
。
な
お
、
こ
れ

ら
に
は
細
目
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
下
文
の
　
「
資
料
研
究
」
に
お
い
て
、
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「
女
学
自
序
」
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
以
下
の
研

究
従
っ
て
詳
細
に
さ
れ
る
。

〔
婦
徳
〕
中
篇
、
第
五
八
草
～
第
九
一
章
。
(
巻
二
)
。
(
「
女
学
巻
二
終
」
と
、
『
典

故
列
女
伝
』
で
は
、
第
九
一
章
を
欠
落
し
、
し
か
も
「
典
故
巻
之
一
中
終
」
　
〔
?
〕
　
の
記

な
し
)〔

婦
徳
〕
下
篇
、
第
九
二
章
～
第
百
二
〇
章
。
続
い
て
、
婦
徳
に
関
す
る
総
括
。

(
巻
三
)
。
(
「
女
学
巻
三
終
」
・
「
典
故
巻
一
下
終
」
と
)

〔
婦
言
〕
篇
、
第
一
章
～
第
七
八
章
。
(
巻
四
)
。
(
「
女
学
巻
四
終
」
・
「
典
故
巻
之

二終」)
〔
婦
容
〕
　
篇
、
第
一
章
～
第
六
一
章
。
(
巻
五
)
。
(
「
女
学
巻
五
終
」
・
「
典
故
巻
之

三終」)
〔
婦
功
〕
篇
、
第
一
章
～
第
五
六
章
。
『
女
学
』
編
纂
の
趣
旨
・
総
論
。
(
巻
六
)
。

(
「
女
学
巻
六
終
」
・
「
典
故
巻
之
四
終
」
)

全
編
は
、
以
上
の
様
に
柘
成
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
「
女
学
総
要
」
　
の
研
究

部
分
の
み
掲
げ
る
。

一
、
女
学
総
要

〔
原
文
〕
.

女
子
之
学
、
一
日
、
婦
徳
、
二
日
、
婦
言
、
三
日
、
婦
容
、
四
日
、
婦
功
、

孔
子
日
、
婦
人
、
伏
於
人
也
、
是
故
、
無
専
制
之
義
、
有
三
従
之
道
、
在
家

従
父
、
通
人
従
夫
、
夫
死
従
子
、
無
所
敢
自
遂
也
、

婦
有
七
去
、
不
順
父
母
去
、
無
子
去
、
淫
去
、
妬
去
、
有
悪
疾
去
、
多
言
去
、

窺
盗
去
、

女
子
の
学
。
一
に
日
く
、
婦
徳
。
二
に
日
く
、
婦
言
。
三
に
日
く
、
婦

容
。
四
に
日
く
、
婦
功
日
。

孔
子
日
く
、
婦
人
、
人
に
伏
す
る
な
り
伽
。
是
の
故
に
専
制
の
義
無
く

し
て
、
三
従
の
道
有
り
。
家
に
在
り
て
は
父
に
従
ひ
、
人
に
適
き
て
は
夫

に
従
q
夫
死
す
れ
ば
子
に
従
ふ
。
敢
へ
て
自
ら
遂
ぐ
る
所
無
き
な
り
川
。

婦
に
七
去
有
り
紬
。
父
母
に
順
は
ざ
る
は
去
る
。
子
無
き
は
去
る
。
淫

は
去
る
。
柘
は
去
る
。
悪
疾
有
る
は
去
る
。
多
言
は
去
る
。
宿
盗
は
去
る
。

○
資
料
研
究

(
1
)
『
周
礼
』
天
官
、
九
嫁
に
、
「
婦
学
の
法
を
掌
り
て
、
以
て
九
卿
に
教
ふ
。

婦
徳
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
功
な
り
。
各
々
其
の
属
を
帥
ゐ
て
、
而
し
て
時
を
以

て
王
所
に
御
叙
す
。
」
と
あ
る
。
鄭
玄
注
に
、
「
婦
徳
」
　
に
つ
い
て
は
、
「
貞
順

を
謂
ふ
」
　
と
説
明
す
る
。
以
下
、
「
婦
言
」
　
は
　
「
辞
令
を
謂
ふ
」
と
、
「
婦
容
」

は
「
娩
娩
を
謂
ふ
」
と
、
「
婦
功
」
は
、
「
林
泉
を
謂
ふ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
説
明
す

る
。
ま
た
、
『
後
漢
書
』
列
女
伝
の
曹
世
叔
妻
伝
に
引
く
『
女
誠
』
で
は
、
「
婦

行
第
四
」
に
、
「
女
に
四
番
有
り
、
一
に
日
く
、
婦
徳
、
二
に
日
く
、
婦
言
、

三
に
日
く
、
婦
容
、
四
に
日
く
、
婦
功
。
」
と
あ
る
。
「
婦
徳
」
　
に
つ
い
て
は
、

「
必
ず
し
も
才
明
な
る
こ
と
絶
異
な
る
な
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
し
、
さ
ら
に
、
「
活

間
に
し
て
貞
静
、
節
を
守
り
て
整
斉
に
、
己
を
行
ひ
て
恥
ぢ
有
り
、
動
静
に
法

有
る
な
り
。
」
と
解
説
す
る
。

「
婦
言
」
　
に
つ
い
て
は
、
「
必
ず
し
も
弁
口
の
利
辞
な
る
な
ら
ざ
る
な
り
。
」

・
「
辞
を
択
び
て
説
き
、
悪
語
を
道
は
ず
、
時
あ
り
て
然
る
後
日
ひ
て
、
人
に

厭
は
れ
ず
。
」
と
い
う
。
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「
婦
容
」
に
つ
い
て
は
、
「
必
ず
し
も
顔
色
の
美
麗
な
る
な
ら
ざ
る
な
り
」
、
・

「
塵
積
を
盟
洗
し
、
服
飾
、
鮮
潔
に
、
沐
浴
、
時
を
以
て
し
、
身
、
垢
辱
せ
ず
。
」

と
い
う
。

「
婦
功
」
に
つ
い
て
は
、
「
必
ず
し
も
工
巧
の
人
に
過
ぐ
る
な
ら
ざ
る
な
り
」

・
「
紡
績
に
専
心
し
、
戯
笑
を
好
ま
ず
、
酒
食
を
潔
斉
し
、
以
て
賓
客
に
奉
ず
。
」

と
い
う
。

『
周
礼
』
・
『
礼
記
』
昏
義
篇
に
、
「
古
は
、
婦
人
、
嫁
に
先
だ
つ
こ
と
三
月

…
…
教
ふ
る
に
婦
徳
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
功
を
以
て
す
」
と
い
う
。

『
周
礼
』
・
『
礼
記
』
・
『
女
誠
』
に
つ
い
て
は
、
陳
氏
も
指
摘
し
て
い
る
。

藍
鼎
元
は
、
『
女
学
』
を
大
き
く
婦
徳
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
功
の
四
篇
で
構

成
し
、
各
々
篇
初
に
『
女
誠
』
の
文
を
紹
介
し
て
い
る
か
ら
、
『
周
礼
』
や
、

女
性
教
導
書
と
し
て
の
曹
大
家
『
女
誠
』
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
。こ

の
こ
と
は
、
「
女
学
自
序
」
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
経

史
諸
子
百
家
及
び
列
女
伝
・
女
誠
の
諸
書
を
采
輯
し
、
周
礼
婦
学
の
法
に
依
る
」

と
い
う
。

「
婦
徳
」
に
分
類
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
項
目
を
掲
げ
て
述
べ
る
。

「
婦
は
徳
を
以
て
主
と
為
す
。
故
に
婦
徳
を
述
ぶ
る
こ
と
独
り
詳
し
き
の
み
。

之
に
先
ん
ず
る
に
、
『
事
夫
』
・
『
事
舅
姑
』
を
以
て
し
、
継
ぐ
に
『
和
叔
妹
』
・

『
睦
梯
似
』
を
以
て
す
。
家
に
在
り
て
は
、
『
事
父
母
』
・
『
事
兄
媚
』
有
り
。

嫡
と
為
り
て
は
、
『
去
妬
』
有
り
。
約
に
処
す
る
に
は
、
則
ち
『
安
貧
』
有
り
。

富
貴
な
る
と
き
は
、
則
ち
『
恭
倹
』
有
り
　
(
以
上
、
巻
第
一
)
。
常
と
す
べ
く
変

ず
べ
き
も
の
に
は
、
則
ち
『
敬
身
』
の
若
く
、
『
重
義
』
の
若
く
、
『
守
節
』
の

若
く
、
『
復
仇
』
の
若
き
有
り
(
以
上
、
巻
第
二
)
。
人
の
母
と
為
り
て
は
、
則

ち
『
教
子
』
有
り
。
人
の
継
母
と
為
り
て
は
、
則
ち
『
慈
愛
嗣
子
』
有
り
。
人

の
上
と
為
り
て
は
、
則
ち
『
待
下
』
有
り
。
巫
祝
・
尼
姐
の
宜
し
く
絶
つ
べ
き

も
の
と
し
て
、
則
ち
『
惰
正
開
邪
』
の
若
き
有
り
。
其
の
余
の
者
は
『
通
論
』

と
為
す
　
(
以
上
、
巻
第
三
)
。
此
則
ち
「
婦
徳
)
一
篇
の
大
概
な
り
。
」
と

「
婦
言
」
　
に
つ
い
て
は
、
「
婦
言
は
、
多
き
を
貴
ば
ず
、
当
(
か
な
う
)
　
な
る

を
要
す
。
則
ち
『
夙
夫
』
の
若
き
、
『
訓
子
』
の
若
き
、
『
幾
諌
』
の
若
き
、
『
守

礼
』
の
若
き
、
『
賢
智
』
の
若
き
、
『
免
禍
』
の
若
き
有
り
。
」
と
(
以
上
、
巻
四
)
。

「
婦
容
」
　
に
つ
い
て
は
、
「
婦
容
は
、
端
荘
・
静
一
に
し
て
、
娩
娩
・
因
時

な
る
を
貴
ぶ
。
則
ち
『
事
親
之
容
』
・
『
敬
夫
之
容
』
・
『
起
居
・
妊
子
・
居
喪
・

避
乱
之
容
』
の
若
き
有
り
　
(
以
上
、
巻
五
)
。
」
と
。

「
婦
功
」
　
に
つ
い
て
は
、
「
婦
功
は
『
蚕
績
』
を
先
と
し
、
『
中
餞
』
を
次
と

し
、
『
奉
養
』
を
為
し
、
『
祭
祀
』
を
為
す
こ
と
、
各
々
其
の
労
を
執
る
。
而
し

て
之
を
終
え
る
に
『
学
問
』
を
以
て
す
。
各
々
其
の
余
な
る
者
を
以
て
『
通
論
』

と
為
す
　
(
以
上
、
巻
六
)
。
」
と

そ
し
て
、
「
婦
徳
」
・
「
婦
言
」
・
「
婦
容
」
・
「
婦
功
」
各
篇
の
初
め
に
は
、
曹

大
家
『
女
誠
』
を
引
用
し
て
篇
の
要
旨
を
述
べ
て
い
る
。

(
2
)
『
大
戴
礼
記
』
本
命
篇
に
、
「
女
な
る
者
は
如
な
り
。
子
な
る
者
は
慈
な

し
た
が

り
。
女
子
な
る
者
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
男
子
の
教
に
如
ひ
て
、
而
し
て
其
の

義
理
を
長
ず
る
者
な
り
。
故
に
之
を
婦
人
と
謂
ふ
。
婦
人
は
、
人
に
服
す
る
も

の
な
り
。
」
と
い
う
。
『
孔
子
家
語
』
本
命
解
第
二
十
六
に
は
、
「
女
子
な
る
者

は
、
男
子
の
教
に
順
ひ
て
、
而
し
て
其
の
理
を
長
ず
る
者
な
り
。
是
の
故
に
専

制
の
義
無
く
し
て
、
三
従
の
道
有
り
。
」
と
あ
る
。
ま
た
『
白
虎
通
義
』
三
綱

六
紀
巻
七
に
、
「
夫
婦
な
る
者
は
何
の
謂
ぞ
や
。
夫
な
る
者
は
扶
な
り
。
婦
な

る
者
は
服
な
り
」
　
と
あ
り
、
陳
立
は
、
「
婦
」
　
と
　
「
服
」
　
と
一
昔
の
転
訓
と
い
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う
。
〔
嫁
要
〕
篇
に
も
同
様
の
句
が
見
え
る
。

(
3
)
『
儀
礼
』
喪
服
(
斉
衰
不
杖
期
)
　
の
「
女
子
子
通
人
者
」
　
の
「
伝
」
に
、

「
婦
人
に
三
従
の
儀
有
り
て
、
専
用
の
道
無
し
。
故
に
、
未
だ
嫁
が
ざ
れ
ば
父

に
従
ひ
、
既
に
嫁
げ
ば
夫
に
従
ひ
、
夫
死
す
れ
ば
子
に
従
ふ
。
故
に
父
な
る
者

は
子
の
天
な
り
。
夫
な
る
者
は
妻
の
天
な
り
。
」
　
と
い
う
。
『
穀
梁
伝
』
隠
公
二

年
に
「
婦
人
、
家
に
在
り
て
は
父
に
制
せ
ら
れ
、
既
に
嫁
す
れ
ば
夫
に
制
せ
ら

れ
、
夫
死
す
れ
ば
長
子
に
従
ふ
。
婦
人
、
専
行
せ
ず
、
必
ず
従
ふ
こ
と
有
り
。
」

と
。
『
礼
記
』
郊
特
牲
篇
に
、
「
婦
人
、
人
に
従
ふ
者
な
り
、
幼
く
し
て
は
父
兄

に
従
ひ
、
嫁
し
て
は
夫
に
従
ひ
、
夫
死
す
れ
ば
子
に
従
ふ
」
と
。
『
大
戴
礼
記
』

本
命
篇
に
、
前
注
(
2
)
の
文
に
続
い
て
、
「
是
の
故
に
専
制
の
義
無
く
し
て
、

三
従
の
道
有
り
。
家
に
在
り
て
は
父
に
従
ひ
、
人
に
適
き
て
は
夫
に
従
ひ
、
夫

死
す
れ
ば
子
に
従
ふ
。
敢
へ
て
自
ら
遂
ぐ
る
所
無
し
。
」
と
あ
る
。
劉
向
『
列

女
伝
』
母
儀
篇
の
　
「
郷
孟
輌
母
」
に
、
「
以
て
、
婦
人
に
檀
制
の
義
無
く
し
て
、

三
従
の
道
有
る
を
謂
ふ
。
故
に
、
年
少
き
と
き
は
即
ち
父
母
に
従
ひ
、
出
で
て

嫁
す
れ
ば
即
ち
夫
に
従
ひ
、
夫
死
す
れ
ば
子
に
従
ふ
。
」
と
い
う
。
ま
た
、
同

篇
の
　
「
魯
之
母
師
」
　
に
、
「
婦
人
に
三
従
の
道
有
り
て
、
専
制
の
行
無
し
、
少

に
し
て
は
父
母
に
紫
か
り
、
長
じ
て
は
夫
に
繁
か
り
、
老
い
て
は
子
に
繁
か
る
。
」

と
あ
る
。
『
白
虎
通
義
』
嫁
蟄
篇
に
、
「
嫁
姿
と
は
何
の
謂
ぞ
や
。
嫁
な
る
者
は
、

家
な
り
。
婦
人
、
外
戚
(
と
つ
ぎ
ゆ
く
)
し
て
以
て
出
で
て
人
に
適
き
て
嫁
を
為

す
。
姿
な
る
者
は
取
る
な
り
。
男
女
な
る
者
は
何
の
謂
ぞ
や
。
男
な
る
者
は
任

な
り
。
功
業
に
任
ず
る
な
り
。
女
な
る
者
は
如
な
り
。
人
に
従
如
(
し
た
が
う
)

す
る
な
り
。
家
に
在
り
て
は
父
母
に
従
ひ
、
既
に
嫁
ぎ
て
は
夫
に
従
ひ
、
夫
殺

し
て
は
子
に
従
ふ
な
り
。
伝
に
日
く
、
婦
人
に
三
従
の
義
有
り
と
。
」
と
い
う
。

以
上
、
『
女
学
』
の
こ
こ
に
引
く
こ
の
部
分
は
、
『
大
戴
礼
記
』
本
命
篇
に
基

づ
く
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
　
「
孔
子
日
く
、
」
　
は
無
い
。
こ

の
部
分
の
み
は
、
『
孔
子
家
語
』
本
命
解
篇
が
類
似
の
内
容
を
持
つ
か
ら
、
孔

子
の
こ
と
ば
と
し
て
掲
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
4
)
『
大
戴
礼
記
』
本
命
篇
に
、
「
婦
に
七
去
有
り
。
父
母
に
順
は
ざ
る
は
去

る
。
子
無
き
は
去
る
。
淫
な
る
は
去
る
。
妬
な
る
は
去
る
。
悪
疾
有
る
は
去
る
。

多
言
は
去
る
。
痛
盗
は
去
る
。
父
母
に
順
は
ざ
る
の
去
る
は
、
其
の
徳
に
逆
ら

ふ
が
為
な
り
。
子
無
き
は
、
其
の
世
を
断
つ
が
為
な
り
。
淫
な
る
は
、
其
の
族

を
乱
る
が
為
な
り
。
妬
な
る
は
、
其
の
家
を
乱
る
が
為
な
り
。
悪
疾
有
る
は
、

と
も

其
の
菜
盛
(
み
た
ま
へ
の
お
そ
な
え
も
の
)
　
を
与
に
す
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
ロ

の
多
言
な
る
は
其
の
親
を
離
す
る
が
為
め
な
り
。
窺
盗
は
、
其
の
義
の
反
す
る

が
為
な
り
。
」
と
あ
る
。
『
女
学
』
の
基
づ
い
た
の
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

『
公
羊
伝
』
荘
公
二
七
年
　
「
大
帰
日
来
帰
」
　
の
何
体
注
に
は
、
「
婦
人
に
七
棄

有
り
。
」
　
と
し
、
「
子
無
き
は
棄
す
。
世
を
絶
て
ば
な
り
。
淫
決
は
棄
す
。
類
を

乱
れ
ば
な
り
。
舅
姑
に
事
へ
ざ
る
は
棄
す
。
徳
に
惇
れ
ば
な
り
。
口
舌
あ
る
は

棄
す
。
親
を
離
す
れ
ば
な
り
。
盗
頬
は
棄
す
。
義
に
反
す
れ
ば
な
り
。
嫉
妬
は

粟
す
。
家
を
乱
れ
ば
な
り
。
悪
疾
は
粟
す
。
宗
廟
を
奉
る
可
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
」

を
掲
げ
る
。
劉
向
『
列
女
伝
』
賢
明
篇
の
「
宋
飽
女
宗
」
に
は
、
「
七
去
の
道
、

妬
、
正
に
首
と
為
す
。
淫
僻
、
窺
盗
、
長
舌
、
塙
侮
、
無
子
、
悪
病
、
皆
其
の

後
に
在
り
。
」
と
あ
る
。
劉
向
『
列
女
伝
』
に
は
「
父
母
に
事
へ
ず
」
・
「
舅
姑

に
事
へ
ず
」
　
が
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
「
璃
侮
」
　
が
こ
れ
に
当
た
る
と
受

け
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
劉
向
の
場
合
に
は
、
「
璃
侮
」
を
と
く

に
両
親
と
関
連
付
け
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
巡
る
問
題
や
男
女

の
対
応
関
係
に
つ
い
て
、
拙
著
『
劉
向
「
列
女
伝
」
の
研
究
』
の
「
宋
飽
女
宗
」

)

伝
注
1
2
三
〇
七
～
三
〇
九
頁
(
一
八
八
九
、
東
海
大
学
出
版
会
)
　
に
述
べ
る
。

(
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礼
日
、
古
者
、
婦
人
、
先
嫁
三
月
、
祖
廟
未
毀
、
教
於
公
宮
。
祖
廟
既
毀
、

教
於
宗
室
、
以
教
婦
徳
婦
言
婦
容
婦
功
、
教
成
、
祭
之
、
牲
用
魚
、
宅
之
以
萌

藻
、
所
以
成
婦
順
、

男
子
親
迎
、
男
先
於
女
、
剛
柔
之
義
、
天
先
於
地
、
君
先
於
臣
、
其
義
一
也
、

執
筆
以
相
見
、
敬
章
別
、

男
女
有
別
、
然
後
父
子
親
、
父
子
親
、
然
後
義
生
、
義
生
、
然
後
礼
作
、
礼

作
、
然
後
万
物
安
、
無
別
無
義
、
禽
獣
之
道
。

礼
に
日
く
、
古
は
、
婦
人
、
嫁
に
先
だ
つ
こ
と
三
月
、
祖
廟
未
だ
毀
た

ぎ
れ
ば
、
公
宮
に
教
ふ
。
祖
廟
既
に
毀
ち
た
れ
ば
、
宗
室
に
教
ふ
。
教
ふ

る
に
、
婦
徳
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
功
を
以
て
す
。
教
、
成
れ
ば
、
之
を
祭

る
に
、
牲
に
魚
を
用
ひ
、
之
を
宅
　
(
ま
ぜ
あ
わ
せ
)
　
す
る
に
菰
藻
を
以
て

す
。
婦
順
を
成
す
所
以
な
り
日
。

男
子
、
親
迎
す
る
に
、
男
、
女
に
先
ん
ず
る
は
、
剛
柔
の
義
な
り
。
天
、

地
に
先
ん
じ
、
君
、
臣
に
先
ん
ず
。
其
の
義
、
一
な
り
∽
。

撃
を
執
り
て
以
て
相
ひ
見
る
は
、
敬
ひ
て
別
を
章
か
に
す
る
な
り
川
。

男
女
別
有
り
て
、
然
る
後
に
、
父
子
親
し
。
父
子
親
し
く
し
て
、
然
る

後
に
、
義
生
ず
。
義
生
じ
て
、
然
る
後
に
、
礼
作
る
。
礼
作
り
て
、
然
る

後
に
、
万
物
安
し
。
別
無
く
義
無
き
は
、
禽
獣
の
道
な
り
糾
。

○
資
料
研
究

(
1
)
『
礼
記
』
昏
義
篇
に
、
「
是
を
以
て
、
古
は
、
婦
人
、
嫁
に
先
だ
つ
こ
と

三
月
、
祖
廟
未
だ
毀
た
ぎ
れ
ば
、
公
宮
に
教
ふ
。
祖
廟
既
に
毀
ち
た
れ
ば
、
宗

室
に
教
ふ
。
教
ふ
る
に
、
婦
徳
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
功
を
以
て
す
。
教
、
成
れ

ば
、
之
を
祭
る
に
、
牡
に
魚
を
用
ひ
、
之
を
茎
す
る
に
萌
藻
を
以
て
す
。
婦
の

順
を
成
す
所
以
な
り
。
」
と
あ
る
。
鄭
玄
注
に
、
「
之
を
教
ふ
る
者
は
女
師
な
り
。

祖
廟
と
は
女
出
づ
る
所
の
祖
な
り
。
公
は
君
な
り
。
宗
室
は
宗
子
の
家
な
り
。
」

と
い
う
。
こ
こ
は
、
こ
の
『
礼
記
』
の
文
に
依
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

『
儀
礼
』
士
昏
礼
の
記
に
も
同
様
の
事
を
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
女
子
、
許

嫁
す
れ
ば
、
弄
し
て
之
を
醸
し
、
字
を
称
す
。
祖
廟
未
だ
毀
た
ぎ
れ
ば
、
公
宮

に
教
ふ
る
こ
と
三
月
。
若
し
祖
廟
巳
に
毀
ち
た
れ
ば
、
宗
宝
に
教
ふ
ご
と
い

う
。
鄭
玄
注
に
、
「
祖
廟
と
は
、
女
の
高
祖
に
し
て
君
た
る
者
の
廟
な
り
。
組

麻
の
親
有
る
を
以
て
、
尊
者
の
宮
に
就
く
。
教
ふ
る
に
、
婦
徳
・
婦
言
・
婦
容

・
婦
功
を
以
て
す
。
宗
室
と
は
、
大
宗
の
家
な
り
。
」
と
い
う
。
胡
培
蟹
『
儀

礼
正
義
』
に
、
放
継
公
の
説
を
引
い
て
い
う
。
「
こ
れ
は
、
士
族
の
貴
い
者
に

拠
っ
て
述
べ
て
い
る
。
祖
と
は
こ
の
女
子
の
先
祖
の
君
で
あ
る
。
国
君
の
五
廟

で
、
太
祖
の
廟
は
毀
た
な
い
が
、
そ
の
他
の
先
君
に
つ
い
て
は
、
も
し
高
祖
を

過
ぎ
れ
ば
、
こ
れ
を
毀
っ
て
　
(
太
祖
の
廟
に
)
遷
す
。
ま
だ
毀
た
な
い
と
い
う

の
は
、
今
の
君
の
四
親
廟
の
内
に
あ
る
の
で
あ
る
。
」
と
。
こ
の
女
子
の
先
祖

が
四
親
廟
の
あ
る
間
は
、
公
宮
で
教
え
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
放
氏
は
、
「
公

宮
で
教
え
る
の
は
祖
に
統
べ
ら
れ
、
宗
室
に
教
え
る
の
は
宗
に
統
べ
ら
れ
る
。
」

と
い
う
。

祭
る
こ
と
に
つ
い
て
、
前
引
の
『
礼
記
』
昏
義
篇
の
鄭
玄
注
に
、
「
之
を
祭

る
と
は
、
其
の
出
づ
る
と
こ
ろ
の
祖
を
祭
る
な
り
。
魚
・
萌
・
藻
、
皆
、
水
物

な
り
。
陰
の
類
な
り
。
魚
、
姐
の
実
と
為
す
。
萌
・
藻
、
彙
菜
と
為
す
。
祭
る

に
牲
牢
無
し
。
事
を
告
ぐ
る
の
み
。
正
祭
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
其
の
斉
盛
に
黍

33
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を
用
ひ
る
と
い
う
。
君
、
有
司
を
し
て
之
を
宗
子
の
家
に
告
げ
使
む
。
若
し
、

其
の
祖
廟
巳
に
毀
て
ば
、
則
ち
壇
を
為
り
て
而
し
て
告
ぐ
。
」
七
い
う
。

『
毛
詩
』
召
南
の
　
「
采
菰
」
　
の
序
に
、
「
采
弟
は
、
大
夫
の
妻
、
能
く
法
度

に
循
ふ
。
能
く
法
度
に
循
へ
ば
、
則
ち
以
て
先
祖
に
承
け
祭
祀
を
共
す
可
き
な

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

り
。
」
　
と
い
う
。
本
文
に
、
「
干
き
て
以
て
萌
を
采
る
。
南
潤
の
浜
に
。
干
き
て

お

以
て
薇
を
采
る
。
彼
の
行
波
に
干
い
て
す
。
」
と
あ
り
、
鄭
玄
箋
に
、
『
礼
記
』

昏
義
篇
の
文
を
引
き
、
「
此
れ
、
女
出
づ
る
所
の
祖
を
祭
る
な
り
。
法
度
、
四

教
(
婦
徳
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
功
)
　
よ
り
大
な
る
は
無
し
走
れ
又
た
祭
り
て
以
て

之
を
成
す
な
り
。
故
に
挙
げ
て
以
て
言
ふ
。
…
…
婦
人
の
行
、
従
順
に
し
て
自

ず
か
ら
常
滑
な
る
を
尚
ぶ
。
故
に
名
を
取
り
て
戒
め
と
為
す
。
」
と
い
う
。
朱

子
『
詩
集
伝
』
に
、
「
薇
は
水
上
の
浮
薄
な
り
。
…
…
浜
は
圧
な
り
。
藻
は
衆

藻
な
り
1
▼
水
底
に
生
ず
。
茎
は
欽
股
の
如
く
に
し
て
、
薬
は
蓬
青
の
如
し
。
」

と
い
う
。
ま
た
、
「
南
国
、
文
王
の
化
を
被
る
。
大
夫
の
妻
、
能
く
祭
祀
を
奉

り
て
、
而
し
て
其
の
家
人
其
の
事
を
叙
し
以
て
之
を
美
む
る
な
り
。
」
と
い
う
。

(
2
)
『
礼
記
』
郊
特
牲
篇
に
、
「
男
子
、
親
迎
す
る
に
、
男
、
女
に
先
ん
ず
る

は
、
剛
柔
の
義
な
り
。
天
、
地
に
先
ん
じ
、
君
、
臣
に
先
ん
ず
。
其
の
義
、
一

な
り
。
」
と
い
う
。
鄭
玄
注
に
、
「
先
と
は
侶
道
(
と
な
え
い
う
)
　
す
る
を
謂
ふ
な

り
。
」
と
あ
る
。
『
儀
礼
』
士
昏
礼
篇
に
、
「
親
迎
」
.
の
儀
節
を
詳
t
く
述
べ
る
。

「
賓
、
属
を
執
り
て
従
ふ
。
廟
門
に
至
り
て
、
揖
し
て
入
り
、
三
揖
し
て
、
階

に
至
り
て
三
た
び
譲
る
。
主
人
、
升
り
て
西
面
す
。
賓
、
升
り
て
北
面
し
て
属

を
貧
き
、
再
拝
稽
首
し
て
、
降
り
て
出
づ
。
婦
、
従
ひ
て
、
西
階
よ
り
降
る
。

主
人
、
降
り
送
ら
ず
。
」
と
あ
る
。
『
礼
記
』
昏
義
篇
に
、
「
父
、
親
t
く
子
に

醸
し
て
、
而
し
て
之
に
命
じ
て
迎
え
し
む
る
は
、
男
、
女
に
先
ん
ず
る
な
り
。

子
、
命
を
承
け
て
以
て
迎
ふ
。
主
人
、
廟
に
延
凡
し
て
、
而
し
て
拝
し
て
門
外

に
迎
ふ
。
婿
、
膚
を
執
り
て
入
り
、
揖
譲
し
て
堂
に
升
り
。
再
拝
し
て
贋
を
突

く
。
蓋
し
親
し
く
之
を
父
母
に
受
く
る
な
り
。
降
り
出
で
て
、
婦
の
車
を
御
す
。

而
し
て
婿
、
按
を
授
く
。
輪
を
御
す
る
こ
と
三
周
。
先
ん
じ
て
門
外
に
侯
つ
。
」

と
あ
る
。

お
く
り
も
の

(
3
)
『
礼
記
』
郊
特
牲
篇
に
、
前
引
に
続
い
て
、
「
　
撃
　
を
執
り
て
以
て
相

つ
つ
し

ひ
見
る
は
、
敬
み
て
別
す
る
を
章
か
に
す
る
な
り
。
」
と
い
う
。
鄭
玄
注
に
、

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
敢
へ
て
相
要
れ
ざ
る
な
り
。
撃
は
、
臭
く
所
の
腐
な
り
。
」

と
あ
る
。

(
4
)
『
礼
記
』
郊
特
牲
篇
に
、
前
引
に
続
い
て
、
「
男
女
別
有
り
て
、
然
る
後

に
、
父
子
親
し
。
父
子
親
し
く
し
て
、
然
る
後
に
、
義
生
ず
。
義
生
じ
て
、
然

る
後
に
、
礼
作
る
。
礼
作
り
て
、
而
し
て
後
に
、
万
物
安
し
。
別
無
く
義
無
き

は
、
禽
獣
の
道
な
り
。
」
　
と
あ
る
。
『
礼
記
』
昏
義
篇
に
は
、
「
敬
慎
・
重
正
し

て
、
而
し
て
后
に
之
を
親
し
む
は
、
礼
の
大
体
に
し
て
、
而
し
て
男
女
の
別
を

成
し
て
夫
婦
の
義
を
立
つ
る
所
以
な
り
。
男
女
、
別
有
り
て
、
而
し
て
后
に
、

夫
婦
、
義
有
り
。
夫
婦
、
義
有
り
て
、
而
し
て
后
に
、
父
子
、
親
有
り
。
父
子
、

親
有
り
て
、
而
し
て
后
に
、
君
臣
、
正
有
り
。
故
に
日
く
、
昏
礼
は
礼
の
本
な

り
と
。
」
　
と
い
う
。

以
上
、
『
女
学
』
は
、
「
男
子
、
親
迎
す
る
に
、
」
～
「
禽
獣
の
道
な
り
。
」
に

至
る
ま
で
、
『
礼
記
』
郊
特
牲
篇
に
基
づ
い
て
い
る
。

〔
原
文
〕

班
氏
女
誠
日
、
古
者
、
生
女
三
日
、
臥
之
妹
下
、
弄
之
瓦
碑
、
而
齋
告
、

臥
之
妹
下
、
明
其
卑
弱
、
主
下
人
也
、

弄
之
瓦
碑
、
明
其
習
労
、
主
執
勤
也
、
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齋
告
先
君
、
明
当
主
継
祭
祀
也
、

三
者
、
蓋
女
人
之
常
道
、
礼
法
之
典
教
、
謙
譲
恭
敬
、
先
人
後
己
、
有
善
美

名
、
有
悪
美
辞
、
忍
辱
含
垢
、
常
若
畏
憎
、

晩
寝
早
作
、
勿
悍
夙
夜
、
執
務
理
事
、
不
辞
劇
易
、
所
作
必
成
、
手
迩
整
理
、

正
色
端
操
、
以
事
夫
主
、
潔
斉
酒
食
、
以
供
祭
祀
、
若
比
筍
借
、
而
患
名
称
之

不
聞
、
出
辱
之
在
身
、
未
之
有
也
、

は
ん
し
じ
ょ
か
い

班
氏
女
誠
に
日
く
、
古
は
、
女
を
生
め
ば
、
三
日
、
之
を
淋
(
し
ん
だ

も
て
あ
そ

い
)
下
に
臥
(
ふ
せ
る
)
　
せ
し
め
、
之
に
瓦
樽
(
い
と
ま
き
お
も
ち
ゃ
)
を
弄

ば
し
め
て
、
而
し
て
齋
(
み
を
き
よ
め
)
　
し
て
告
(
せ
ん
ぞ
の
み
た
ま
に
ほ
う

こ
く
)
す
。

之
を
淋
下
に
臥
せ
し
む
る
は
、
其
の
卑
弱
に
し
て
人
に
下
る
を
主
(
ま

も
り
と
う
と
ぷ
)
　
に
す
る
を
明
(
な
っ
と
く
り
か
い
)
　
に
す
る
な
り
。

之
に
瓦
碑
を
弄
ば
し
む
る
は
、
其
の
習
労
(
は
た
ら
く
を
な
ら
い
)
に
し

て
勤
(
つ
と
め
は
げ
む
)
を
執
(
さ
だ
め
と
す
)
　
る
を
主
に
す
る
を
明
に
す
る

な
り
。先

君
(
ご
せ
ん
ぞ
)
に
齋
し
て
告
す
る
は
、
当
に
祭
祀
(
せ
ん
ぞ
の
ま
つ
り
)

を
継
(
う
け
つ
ぎ
つ
づ
け
る
)
す
る
を
主
と
す
べ
き
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。

三
の
者
、
蓋
し
女
人
の
常
道
に
し
て
、
礼
法
の
典
教
な
り
。

謙
譲
・
恭
敬
に
し
て
、
人
を
先
に
し
己
を
後
に
す
。
善
と
せ
ら
る
る
有

れ
ど
も
名
す
る
莫
く
、
悪
ま
る
る
有
れ
ど
も
辞
す
る
莫
か
れ
。
辱
を
忍
び

け
が
九垢

を
含
み
て
、
常
に
畏
れ
憤
る
る
が
若
く
す
日
。

お
さ

晩
く
寝
、
早
く
作
き
て
、
夙
夜
を
悍
る
こ
と
勿
れ
。
務
め
を
執
り
事
を
理

め
で
、
劇
易
を
辞
せ
ず
。
作
す
所
必
ず
成
り
、
手
述
、
整
へ
理
む
。

み
さ
お

色
を
正
し
て
操
を
端
し
く
し
、
以
て
夫
主
に
事
ふ
。
酒
食
を
潔
く
斉

へ
、
以
て
祭
祀
に
供
す
。

此
く
の
若
き
こ
と
筍
も
偏
り
て
、
而
し
て
名
称
の
聞
こ
え
ず
、
粗
辱
の

′
身
に
在
る
を
息
へ
る
こ
と
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。

○
資
料
研
究

こ
の
部
分
は
、
『
女
誠
』
の
　
「
卑
弱
第
一
」
　
の
部
分
か
ら
採
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
『
女
学
』
で
は
、
省
略
や
文
字
の
改
変
が
有
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

○
省
略
の
部
分

①
「
常
若
畏
健
、
」
　
の
次
に
、
「
卑
弱
第
一
」
　
に
は
、
「
是
謂
卑
弱
下
人
也
　
(
是

を
卑
弱
人
に
下
る
と
謂
ふ
な
り
)
」
　
が
有
る
。

②
「
手
迩
整
理
」
　
の
下
に
　
「
是
謂
執
勤
也
　
(
是
を
勤
を
執
る
と
謂
ふ
な
り
)
」
　
が

有
る
。

③
「
以
事
夫
主
」
　
の
下
に
　
「
清
静
自
守
、
無
好
戯
笑
、
(
清
静
自
ら
守
り
て
、
戯

笑
を
好
む
こ
と
無
く
、
)
」
　
が
有
る
。

④
「
以
供
祭
祀
」
　
の
下
に
　
「
是
謂
継
祭
祀
也
　
(
是
を
祭
祀
を
継
ぐ
と
謂
ふ
な
り
)
」

が
有
る
。

⑤
「
未
之
有
也
」
の
下
に
「
三
者
筍
失
之
、
何
名
称
之
可
聞
、
拙
辱
之
可
遠
哉
、

(
三
者
、
筍
く
も
之
を
失
す
れ
ば
、
何
ぞ
名
称
の
聞
こ
ゆ
可
く
、
期
辱
の
遠
ざ
か
る
可

け
ん
や
。
)
」
　
が
有
る
。

○
文
字
改
変
の
部
分

①
「
礼
法
之
典
教
」
は
、
「
卑
弱
第
一
」
　
に
は
「
礼
法
之
典
教
臭
」
と
あ
る
。

②
「
執
務
理
事
」
は
、
「
執
務
私
事
」
と
あ
る
。
鼎
元
は
、
「
私
事
」
で
は
落
ち

つ
か
ず
、
「
執
務
」
　
に
対
し
て
は
「
理
事
」
と
対
応
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
た

の
で
あ
ろ
う
。
『
女
学
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
原
典
の
ま
ま
で
は
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な
く
、
編
纂
者
独
自
の
判
断
で
文
字
改
変
を
企
て
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
有
る
。

た
だ
し
、
「
卑
弱
第
一
」
の
「
執
務
私
事
」
は
こ
れ
と
し
て
読
め
な
く
は
な
い
。

③
「
以
供
祭
祀
」
　
は
、
「
以
供
祖
宗
」
と
あ
る
。
鼎
元
は
、
前
文
に
　
「
明
当
主

継
祭
祀
也
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
も
「
祖
宗
」
を
「
祭
祀
」
　
に
改
め
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
「
卑
弱
第
一
」
　
原
文
の
　
「
是
謂
継
祭
祀
也
」
　
を
省
略
し

な
け
れ
ば
、
こ
こ
は
、
む
し
ろ
「
以
供
祖
宗
」
　
の
ま
ま
で
あ
る
方
が
落
ち
つ
く

よ
う
で
あ
る
。

④
「
若
此
筍
備
」
は
、
「
三
者
筍
備
」
と
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
省
略
を
す
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
改
変
を
し
な
け
れ
ば
整
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

以
上
、
鼎
元
の
用
い
た
省
略
は
、
「
卑
弱
第
一
」
が
、
要
領
よ
く
整
理
し
て

語
る
教
示
の
意
図
を
正
確
に
再
現
し
た
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
、

上
記
省
略
の
①
②
④
は
、
「
卑
弱
下
人
」
・
「
執
勤
」
・
「
継
祭
祀
」
　
を
具
体
的
に

整
理
し
て
掲
げ
る
「
卑
弱
第
二
の
意
図
を
、
見
え
な
く
す
る
お
そ
れ
が
有
ろ
う
。

し
か
し
、
鼎
元
の
ま
と
め
は
、
必
ず
し
も
「
卑
弱
第
一
」
　
の
意
図
を
そ
の
ま

ま
再
現
す
る
と
こ
ろ
に
在
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
か
れ
こ
れ
の
異
同
の
是
非
は

別
と
し
て
、
『
女
学
』
に
お
け
る
改
変
提
示
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
存
し
た

こ
と
を
了
解
す
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
む
し
ろ
、
鼎
元
に
お
け

る
主
体
的
な
典
拠
処
理
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
原
典
を
要
約

し
て
、
女
性
の
役
目
や
自
覚
を
簡
略
に
し
て
、
「
女
学
総
要
」
と
し
て
示
す
点

が
、
編
纂
者
鼎
元
の
意
図
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
提
示
効
果
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
鼎
元
の
注
目
し
た
部
分
は
、
原
典
が
、
女
性
の

役
目
と
存
在
自
覚
を
、
「
卑
弱
下
人
」
・
「
執
勤
」
・
「
継
祭
祀
」
　
の
三
に
置
く
こ

と
、
そ
し
て
こ
れ
が
　
「
女
人
の
常
道
に
し
て
、
礼
法
の
典
教
な
り
。
」
と
指
摘

す
る
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

O
「
卑
弱
」
　
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ

「
卑
弱
」
　
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
す
で
に
拙
著
『
儒
教
社
会
と
母
性
』
二
〇

六
頁
以
下
に
詳
し
い
が
、
こ
こ
に
は
概
略
指
摘
し
て
お
く
。

「
女
を
生
め
ば
、
」
　
に
つ
い
て
、

ナ
な
わ

『
詩
経
』
小
雅
の
　
「
斯
干
」
、
「
乃
ち
女
子
を
生
む
。
戟
ち
之
を
地
に
寝
ね

ね
ま
さ

し
め
、
載
ち
之
に
錫
を
衣
せ
、
載
ち
之
に
瓦
を
弄
ば
し
む
。
非
無
く
儀
無
く
、

は

か

　

　

　

　

　

う

れ

い

　

の

こ

唯
だ
酒
食
を
走
れ
議
る
。
父
母
に
梓
を
弘
挿
す
無
し
」
　
の
節
に
示
唆
を
得
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
「
其
の
卑
弱
に
し
て
人
に
下
る
を
主
と
す
る
を
明
ら
か
に
す

云
々
」
は
、
当
時
の
詩
解
釈
に
依
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
因
み
に
、
「
鄭

箋
」
　
に
は
　
「
地
に
臥
す
る
は
、
之
を
卑
し
む
。
…
…
紡
増
、
其
の
事
有
る
所
を

習
ふ
な
り
」
と
い
う
。

曹
氏
『
女
誠
』
で
は
、
三
つ
目
に
主
婦
の
祖
先
祭
祀
の
任
を
掲
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
あ
る
い
は
「
酒
食
を
」
　
の
と
こ
ろ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
こ
れ
を
も
と

に
敷
術
し
て
、
祖
先
の
祭
祀
に
関
連
づ
け
説
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ

ろ
が
　
「
鄭
箋
」
　
は
特
に
こ
れ
に
言
及
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
『
礼
記
』
曲
礼

上
に
、
「
酒
食
を
為
り
て
以
て
郷
党
僚
友
を
招
く
」
と
か
、
『
論
語
』
為
政
に
、

「
酒
食
有
れ
ば
先
生
に
傑
す
」
と
あ
り
、
ま
た
、
劉
向
『
列
女
伝
』
の
　
「
緋
孟

輌
母
」
に
は
・
「
夫
れ
夫
人
の
礼
・
五
飯
を
精
し
・
酒
策
を
噂
し
、
舅
姑
を
養

ひ
、
衣
裳
を
縫
す
る
の
み
。
…
…
易
に
日
く
、
中
餞
に
在
り
…
…
詩
に
日
く
、

…
…
唯
だ
酒
食
を
是
れ
議
る
」
　
と
見
え
、
同
じ
く
　
「
宋
飽
女
宗
」
　
に
は
、
「
酒

酸
を
撤
漠
し
、
餞
食
を
羞
し
て
以
て
舅
姑
に
事
ふ
」
と
か
見
え
る
よ
う
に
、
一

般
的
な
捉
え
方
七
し
て
は
、
酒
食
の
こ
と
を
特
に
祭
祀
に
の
み
限
定
す
る
の
は

苦
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
斯
干
」
　
の
こ
こ
も
、
特
に
祖
先
祭
祀
の
み
を
意

識
し
て
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
後
の
朱
子
『
詩
集
伝
』
も
、
こ
こ
は
、
『
列
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女
伝
』
　
の
孟
母
の
言
を
紹
介
す
る
の
み
。
し
か
し
な
が
ら
、
・
一
方
、
「
酒
食
」

の
こ
と
を
祖
先
祭
祀
に
関
連
づ
け
る
の
が
全
く
特
殊
な
見
方
と
は
い
え
な
い
の

で
あ
る
。
『
詩
経
』
小
雅
の
「
楚
茨
」
に
、
「
以
て
酒
食
を
為
り
、
以
て
享
し
以

ナ
す

て
祀
る
・
以
て
妥
し
以
て
倍
む
・
以
て
景
福
を
癖
に
す
」
と
あ
り
・
酒
食
で

祖
先
を
祭
る
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
古
来
、
祭
祀
に
熟
食
を
献
ず
る
餞
食
の

礼
が
有
る
の
で
あ
る
。
曹
氏
が
も
し
　
「
酒
食
を
」
　
の
と
こ
ろ
か
ら
、
祖
先
祭
祀

を
女
性
の
重
任
と
し
て
掲
げ
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
「
楚
茨
」

の
一
節
が
頭
に
有
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、
祭
祀
に
事
え
る
こ
と
が
嫁
の
重
大
事
で
あ
る
こ
と
は
、
諸
橋
轍
次
著

『
支
那
の
家
族
制
』
婚
姻
の
意
義
(
大
按
館
、
一
九
三
〇
)
　
に
指
摘
し
、
ま
た
、

桑
原
隋
蔵
　
「
支
那
の
孝
道
殊
に
法
律
上
よ
り
観
た
る
支
那
の
孝
道
」
　
(
『
狩
野
教

授
還
暦
記
念
支
那
学
論
叢
』
一
九
二
八
、
後
に
『
中
国
の
草
道
』
講
談
社
、
一
九
八
七
)

二
に
、
妻
を
要
る
目
的
と
し
て
、
・
家
の
血
統
を
永
続
せ
ん
た
め
・
祖
先
の
祭

り
を
続
行
せ
ん
た
め
・
父
母
を
奉
養
せ
ん
た
め
の
三
を
揚
げ
、
夫
の
た
め
で
な

く
、
む
し
ろ
先
祖
と
父
母
の
た
め
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
な
お
、
加
藤
常
賢
著

『
支
那
古
代
家
族
制
度
研
究
』
(
岩
波
書
店
二
九
個
○
)
や
栗
原
圭
介
著
『
古

代
中
国
婚
姻
制
の
礼
理
念
と
形
態
』
　
(
東
方
書
店
一
九
八
二
)
　
な
ど
、
婚
姻
と
家

族
制
を
巡
る
詳
細
な
論
考
が
有
る
。
ま
た
、
滋
賀
秀
三
著
『
中
国
家
族
法
の
原

理
』
(
創
文
社
、
一
九
六
七
)
　
も
家
族
制
に
つ
い
て
総
合
的
に
論
じ
る
。
除
楊
禿

著
『
中
国
家
族
制
度
史
』
(
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
)
　
は
歴
代
の
家
族
制
に
つ

い
て
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
。
な
お
、
婚
姻
の
目
的
の
一
と
し
て
、
祭
祀
が
あ

る
こ
と
を
、
陳
鵬
著
『
中
国
婚
姻
史
稿
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
)
や
史
風
儀

著
『
中
国
古
代
婚
姻
与
家
庭
』
(
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
)
も
言
及
す
る
。

ま
た
、
古
来
、
家
族
制
が
存
在
の
根
幹
と
さ
れ
た
中
国
に
お
い
て
は
、
祭
祀
は
、

冠
婚
葬
と
と
も
に
四
礼
の
一
と
し
て
尊
ば
れ
て
き
た
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
い

(
諸
播
轍
次
前
掲
著
な
ど
)
。
牧
野
巽
著
『
中
国
家
族
研
究
』
上
、
「
一
、
中
国
家

族
制
度
概
説
」
　
三
　
(
一
九
三
二
、
著
作
集
第
一
巻
、
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
九
)

に
、
宗
族
結
合
を
物
質
的
に
表
現
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
祖
先
の
弼
堂
が
あ

り
、
宗
族
は
こ
の
宗
詞
を
中
心
と
す
る
祖
先
祭
祀
に
よ
っ
て
結
合
を
固
め
て
い

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
書
の
類
は
、
ハ
拙
著
『
儒
教

)

社
会
と
母
性
』
の
二
一
五
頁
注
1
に
詳
細
で
あ
る
。

(

〔
原
文
〕

夫
婦
之
道
、
参
配
陰
陽
、
通
達
神
明
、

夫
不
賢
、
則
無
以
御
婦
、
婦
不
賢
、
則
無
以
事
夫
、

陰
陽
殊
性
、
男
女
異
行
、
陽
以
剛
為
徳
、
陰
以
柔
為
用
、
男
以
強
為
貴
、
女

以
弱
為
美
、
部
諺
日
、
生
男
如
狼
、
猶
恐
其
砥
、
生
女
如
鼠
、
猶
恐
其
虎
、
然

別
修
身
莫
若
敬
、
避
強
莫
若
順
、
故
日
、
敬
順
之
道
、
婦
人
之
大
礼
也
、

夫
婦
の
道
は
、
陰
陽
に
参
配
し
、
神
明
に
通
達
す
の
、

夫
、
賢
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
婦
を
御
す
る
無
し
、
藤
、
賢
な
ら
ざ

れ
ば
則
ち
以
て
夫
に
事
ふ
る
無
し
伽
、

陰
陽
、
性
を
異
に
し
、
男
女
、
行
を
異
に
す
。
陽
は
剛
を
以
て
徳
と
為

し
、
陰
は
柔
を
以
て
用
と
為
す
、
男
は
強
を
以
て
貴
と
為
し
、
女
は
弱
を

以
て
美
と
為
す
。
都
諺
に
日
く
、
男
を
生
み
て
は
、
狼
の
如
く
あ
れ
か
し

と
す
れ
ど
、
猶
は
そ
の
侶
な
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
女
を
生
み
て
は
鼠
の
如

く
あ
れ
か
し
と
す
れ
ど
、
猶
は
そ
の
虎
の
ご
と
な
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
然

し

ら
ば
則
ち
身
を
修
め
る
に
敬
な
る
に
若
く
は
莫
く
、
強
を
避
け
る
に
順
な

る
に
若
く
は
美
し
。
故
に
日
く
、
敬
順
の
道
は
、
婦
人
の
大
礼
な
り
と
川
。
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(
1
)
　
こ
の
部
分
は
、
『
女
誠
』
の
　
「
夫
婦
」
第
二
か
ら
抜
粋
し
て
い
る
。
『
女

学
』
で
は
、
こ
の
下
に
『
女
誠
』
の
、
「
信
天
地
之
弘
義
、
人
倫
之
大
節
也
、

是
以
礼
貴
男
女
之
際
、
詩
著
関
推
之
義
、
由
斯
言
之
、
不
可
不
重
也
、
(
信
に

天
地
の
弘
義
に
し
て
、
人
倫
の
大
節
な
り
。
是
を
以
て
、
礼
、
男
女
の
際
を
貴
び
、
詩
、

関
腱
の
義
を
著
は
す
。
斯
に
由
り
て
之
を
舌
ふ
。
重
ん
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
)
」

の
部
分
を
省
略
し
て
い
る
。
鼎
元
は
、
こ
の
部
分
は
用
い
な
く
と
も
夫
婦
の
道

の
意
義
を
指
摘
す
る
に
十
分
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
易
経
』
繋
辞
下
伝
に
、
「
乾
は
陽
物
な
り
。
坤
は
陰
物
な
り
。
陰
陽
、
徳

を
合
わ
せ
て
剛
柔
体
有
り
。
以
て
天
地
の
撰
を
体
し
、
以
て
神
明
の
徳
に
通
達

す
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
人
間
関
係
に
お
い
て
孝
と
の
関
連
で
説
明
す
る

と
き
は
、
例
え
ば
『
孝
経
』
応
感
章
第
一
六
の
よ
う
に
、
「
長
幼
順
な
り
、
故

に
上
下
治
ま
る
。
天
地
に
明
察
す
れ
ば
、
神
明
彰
は
る
。
…
…
孝
悌
の
至
れ
る

は
、
神
明
に
通
ず
。
」
と
も
示
さ
れ
る
。

(
2
)
　
こ
の
部
分
も
、
『
女
誠
』
の
　
「
夫
婦
」
第
二
に
基
づ
く
、
た
だ
し
、
『
女

学
』
は
、
「
夫
不
御
婦
、
則
威
儀
廃
快
、
婦
不
事
夫
、
則
義
理
堕
閑
、
方
斯
二

事
、
共
用
一
也
、
察
今
之
君
子
、
徒
知
嚢
婦
之
不
可
不
御
、
威
儀
之
不
可
不
整
、

故
訓
其
男
、
検
以
書
伝
、
殊
不
知
夫
主
之
不
可
不
事
、
礼
義
之
不
可
不
存
也
、

但
教
男
而
不
教
女
、
不
亦
蔽
於
彼
此
之
数
平
、
礼
、
八
歳
始
敏
之
書
、
十
五
而

至
於
学
臭
、
独
不
可
依
此
以
為
則
哉
、
(
夫
、
婦
を
御
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
威
儀
廃
れ

放
き
、
婦
、
夫
に
事
へ
ざ
れ
ば
、
則
ち
義
理
堕
れ
開
く
、
方
に
斯
の
二
事
は
、
其
の
用
一

な
り
、
今
の
君
子
を
察
す
る
に
、
徒
に
知
る
の
み
な
り
妻
婦
の
御
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
威

儀
の
盤
へ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
故
に
其
の
男
を
訓
へ
、
検
す
る
に
番
伝
を
以
て
す
、
殊
に
不

知
ら
ず
、
夫
主
の
事
へ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
礼
義
の
存
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
を
。
但
に
男
の
み

を
教
へ
て
、
而
し
て
女
を
教
へ
ず
、
亦
た
彼
比
の
数
に
蔽
は
れ
ず
や
、
礼
に
、
八
歳
、
始

め
て
之
に
書
を
教
へ
、
十
五
に
し
て
而
し
て
学
に
至
る
。
独
り
比
に
依
り
て
以
て
則
と
為

す
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
)
」
の
部
分
を
省
略
す
る
。
『
女
誠
』
の
こ
こ
に
は
女
性
に

教
育
は
不
要
と
い
う
世
間
の
一
般
に
対
し
て
、
女
性
も
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す

る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

鼎
元
は
、
こ
の
部
分
を
こ
こ
に
用
い
な
い
が
、
か
れ
自
身
は
、
女
性
の
教
育

は
必
要
と
す
る
明
確
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
点
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
「
女
学
自
序
」
　
に
お
い
て
、
「
古
は
、
男
女
皆
学
ぶ
こ
と
有
り
」
　
と

し
て
、
『
周
礼
』
　
の
婦
徳
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
功
を
婦
学
の
要
と
し
て
掲
げ
て

い
る
。
ま
た
、
『
女
学
』
一
書
は
、
『
近
思
録
』
や
『
小
学
』
の
持
つ
教
育
効
果

を
期
待
し
た
と
表
明
し
て
い
る
。
後
の
第
六
巻
の
四
十
二
章
に
お
い
て
は
女
子

に
お
け
る
　
「
学
問
の
功
」
　
に
言
及
し
、
実
は
こ
の
所
に
お
い
て
『
女
誠
』
の
こ

の
部
分
、
す
な
わ
ち
、
「
今
之
君
子
、
徒
知
妻
婦
之
不
可
不
御
、
威
儀
之
不
可

不
整
、
故
訓
其
男
、
検
以
書
伝
、
殊
不
知
夫
主
之
不
可
不
事
、
礼
義
之
不
可
不

存
也
、
但
教
男
而
不
教
女
、
不
亦
蔽
於
彼
此
之
数
乎
、
礼
、
八
歳
始
敏
之
書
、

十
五
両
至
於
学
臭
、
不
可
依
此
以
為
則
哉
、
」
　
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
女
誠
』
は
、
夫
婦
と
し
て
の
男
女
の
生
き
方
に
対
す
る
、
各
々
の
立
場
で

の
積
極
的
な
自
覚
対
応
が
な
け
れ
ば
、
夫
婦
の
道
は
た
た
ぬ
と
す
る
。
す
で
に

劉
向
『
列
女
伝
』
に
お
い
て
も
、
男
性
と
は
異
質
の
人
生
価
値
を
持
つ
女
性
の

立
場
を
正
面
か
ら
見
つ
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
、
特
に
、
そ
の
　
「
貞
順
」

第
四
に
お
い
て
は
、
女
子
の
従
順
を
、
受
け
身
と
し
て
で
は
な
く
て
、
積
極
的

に
生
き
る
女
性
た
ち
の
伝
記
を
列
ね
て
い
る
(
な
お
、
拙
著
『
劉
向
「
列
女
伝
」

の
研
究
』
の
「
契
母
簡
秋
」
・
「
周
室
三
母
」
・
「
魯
季
敬
姜
」
二
跡
孟
輯
母
」
・
「
宋
飽
女
宗
」

83



見下究研の
■
』学女『元鼎藍

な
ど
の
注
解
説
に
、
、
儒
教
に
お
け
る
男
女
対
等
の
人
間
観
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
)
。
た

だ
、
劉
向
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
な
状
況
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
を
直
接
女
性
に

語
り
か
け
た
と
は
断
定
し
難
い
の
に
比
べ
、
曹
氏
『
女
誠
』
は
こ
の
こ
と
を
、

直
接
女
性
に
語
り
か
け
て
い
る
と
明
確
に
把
握
で
き
る
点
が
異
な
る
。
こ
れ
は
、

家
に
お
け
る
女
子
の
積
極
的
な
役
割
が
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
代
の
要
請
が

存
在
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
(
し
た
が
っ
て
劉
向
『
列
女
伝
』
も
こ
の
時
代
に
は
女
性

を
対
象
と
す
る
教
導
書
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
い
う
新
た
な
る
出
発
を
始
め
た
と
思
わ
れ

る
)
。
な
お
、
『
御
覧
』
五
四
一
引
『
列
女
伝
』
魯
師
春
妻
に
、
「
夫
れ
婦
人
、

従
順
を
以
て
務
め
と
為
し
、
…
…
婦
、
夫
に
事
ふ
る
こ
と
五
有
り
、
云
々
」
と

あ
る
。
ま
た
『
白
虎
通
』
嫁
嬰
篇
に
、
「
婦
、
夫
に
事
ふ
る
こ
と
四
有
り
云
々
」

と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
、
『
公
羊
伝
』
荘
公
二
四
年
何
体
注
に
も
述
べ

る
。(

3
)
　
こ
の
部
分
は
、
『
女
誠
』
の
　
「
敬
慎
」
第
三
よ
り
抜
粋
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
『
女
学
』
は
、
「
夫
敬
非
宅
、
持
久
之
謂
也
、
夫
順
非
宅
、
寛
裕
之
謂
也
、

持
久
者
、
知
止
足
也
、
寛
裕
者
、
尚
恭
下
也
、
夫
婦
之
好
、
終
身
不
離
、
房
室

周
旋
、
遂
生
媒
顆
、
媒
類
既
生
、
語
言
過
失
、
語
言
既
過
、
縦
慈
必
作
、
則
侮

夫
之
心
生
臭
、
此
由
於
不
知
止
足
者
也
、
夫
事
有
曲
直
、
言
有
是
非
、
直
者
不

能
不
争
、
曲
者
不
能
不
訟
、
争
訟
既
施
、
則
有
盆
怒
之
事
臭
、
此
由
於
不
尚
恭

下
者
也
、
侮
夫
不
節
、
語
呵
従
之
、
盆
怒
不
止
、
楚
撞
従
之
、
夫
為
夫
婦
者
、

義
以
和
親
、
恩
以
好
合
、
楚
撞
既
行
、
何
義
之
存
、
謹
呵
既
宣
、
何
恩
之
有
、

恩
義
倶
廃
、
夫
婦
離
臭
、
(
夫
れ
敬
は
官
に
非
ず
、
持
久
す
る
の
謂
な
り
。
夫
れ
順
は

宅
に
非
ず
、
寛
裕
す
る
の
謂
な
り
。
持
久
な
る
者
は
、
止
り
足
る
を
知
る
な
り
。
寛
裕
な

る
者
は
、
恭
ひ
下
る
を
尚
ぶ
な
り
。
夫
婦
の
好
み
は
、
終
ふ
る
ま
で
身
を
離
れ
ず
。
房
室

に
周
旋
し
て
、
遂
に
媒
譜
を
生
ず
る
と
き
、
媒
韓
、
既
に
生
ず
れ
ば
、
請
書
、
過
ぐ
。
語

言
、
既
に
過
ぐ
れ
ば
、
縦
窓
、
必
ず
作
る
。
さ
す
れ
ば
則
ち
夫
を
侮
る
の
心
生
ず
。
此
れ

止
り
足
る
を
知
ら
ざ
る
に
由
る
者
な
り
▼
。
夫
れ
事
に
曲
直
有
り
、
言
に
是
非
有
り
。
直
な

れ
ば
争
は
ざ
る
能
は
ず
、
.
曲
な
れ
ば
訟
へ
ざ
る
能
は
ず
。
争
訟
、
既
に
施
さ
ば
、
則
ち
盆

l
ノ
ヤ
h
ノ
ヤ

怒
の
事
有
り
。
此
れ
　
恭
　
し
く
下
る
を
尚
ば
ざ
る
に
由
る
者
な
り
。
夫
を
侮
り
て
節
あ

ら
ざ
れ
ば
、
諸
呵
、
之
に
従
ひ
、
盆
怒
、
止
ま
ざ
れ
ば
、
楚
撞
、
之
に
従
ふ
。
夫
れ
夫
婦

為
る
者
は
、
義
、
以
て
和
親
し
、
恩
以
て
好
合
す
。
楚
撞
、
既
に
行
は
る
れ
ば
、
何
の
義

の
ぷ

か
之
れ
存
せ
ん
。
謹
呵
、
既
に
宣
れ
ば
、
何
の
恩
か
之
れ
有
ら
ん
。
恩
義
、
供
に
廃
る

れ
ば
、
夫
婦
、
離
る
。
)
」
　
の
部
分
を
省
略
し
て
い
る
。

O
　
「
敬
順
」
・
「
敬
慎
」
　
に
つ
い
て

『
女
誠
』
本
文
で
は
、
「
敬
順
の
道
」
を
説
く
の
に
表
題
を
「
敬
慎
」
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
後
世
『
女
四
書
』
に
収
め
渇
『
女
誠
』
で
は
「
敬
順
」
と

改
め
て
い
る
。
本
田
済
『
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
志
列
伝
選
』
(
平
凡
社
『
中
国

古
典
文
学
体
系
』
,
一
九
六
八
)
　
の
　
「
後
漢
書
.
列
女
伝
」
　
に
お
い
て
、
『
苛
子
』

脩
身
篇
に
「
慎
墨
」
を
「
順
塁
」
と
記
す
(
「
術
順
墨
而
精
雑
汚
」
の
楊
傍
注
に
「
順

塁
当
為
慎
重
」
　
と
。
ま
た
、
久
保
愛
『
有
子
増
注
』
に
　
「
順
与
惧
通
」
　
と
。
)
　
例
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
「
慎
」
　
は
　
「
順
」
　
の
仮
借
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
と
い

う
。
ま
た
、
妻
と
し
て
の
つ
つ
し
む
べ
き
こ
と
　
「
敬
慎
」
が
表
題
で
あ
り
、
そ

の
具
体
的
目
標
が
　
「
敬
」
と
　
「
順
」
　
で
示
さ
れ
た
と
も
と
れ
る
。
し
か
し
そ
れ

で
も
、
な
ぜ
表
題
を
「
敬
順
」
と
し
な
か
っ
た
の
か
を
明
確
に
説
明
で
き
た
わ

け
で
は
な
い
。
『
易
経
』
需
卦
九
三
の
象
伝
に
　
「
敬
慎
敗
れ
ず
」
と
あ
る
。
『
孟

子
』
膿
文
公
下
に
、
嫁
に
際
し
て
の
母
の
吾
に
　
「
必
ず
敬
み
必
ず
戒
め
よ
。
夫

子
に
違
う
こ
と
勿
れ
。
順
を
以
て
正
と
為
す
者
は
、
妾
婦
の
道
な
り
」
と
あ
る
。

○
都
諺
に
つ
い
て

郡
諺
に
つ
い
て
は
通
解
を
見
ぬ
。
恐
れ
る
以
下
は
、
い
ま
、
狼
・
鼠
各
々
の

93
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反
面
の
性
格
の
こ
と
を
い
う
と
見
た
。
す
な
わ
ち
、
男
は
狼
の
よ
う
に
果
敢
で

猛
々
し
く
あ
っ
て
欲
し
い
と
は
願
う
も
の
の
、
そ
の
狼
が
同
時
に
持
つ
神
経
質

で
び
く
び
く
す
る
反
面
の
性
格
が
具
わ
ら
ね
ば
良
い
が
と
思
い
、
女
の
場
合
は
、

鼠
の
よ
う
に
可
愛
ら
し
い
様
子
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
も
の
の
、
そ
の
反
面

に
具
わ
る
挿
猛
な
性
格
の
方
が
表
れ
な
け
れ
ば
良
い
が
と
思
う
の
で
あ
る
。

○
夫
婦
の
対
応
に
つ
い
て

夫
婦
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
『
易
経
』
に
依
る
で
あ
ろ
う
。
妻

の
も
ち
ま
え
を
柔
順
と
す
る
の
は
、
「
坤
」
卦
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

「
象
」
伝
に
、
「
至
れ
る
か
な
坤
元
、
万
物
資
り
て
生
ず
。
乃
ち
天
に
順
承
す
。

坤
厚
く
し
て
物
を
載
す
、
徳
元
壇
に
合
す
。
…
…
牝
馬
は
地
の
類
、
地
を
行
く

と
こ
ろ

こ
と
元
老
な
り
。
柔
順
利
貞
、
君
子
の
行
ふ
倣
な
り
」
・
「
陰
は
美
有
り
と
錐

も
、
之
を
含
み
て
以
て
王
事
に
従
ひ
、
敢
へ
て
成
さ
ざ
る
な
り
。
地
の
道
な
り
。

妻
の
道
な
り
」
と
あ
る
。
陽
で
あ
る
天
が
主
と
し
て
能
動
的
に
活
動
し
、
陰
は

地
と
し
て
の
立
場
で
従
順
の
受
動
を
そ
の
も
ち
ま
え
と
す
る
。
ま
た
「
繋
辞
下
」

伝
に
、
・
「
夫
れ
乾
、
天
下
の
至
健
な
り
。
…
…
夫
れ
坤
、
天
下
の
至
順
な
り
」
、

「
説
卦
」
伝
に
、
「
乾
は
健
な
り
。
坤
は
順
な
り
」
な
ど
と
あ
る
。
こ
れ
も
坤

陰
柔
順
を
説
く
。
こ
の
ほ
か
に
は
、
『
礼
記
』
昏
義
篇
に
説
く
「
婦
順
」
、
劉
向

『
列
女
伝
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
女
性
の
貞
順
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
有
ろ
う
。
『
女

し

誠
』
は
、
儒
教
の
経
典
や
『
列
女
伝
』
な
ど
が
示
し
た
女
性
像
を
通
し
て
、
中

国
史
上
初
め
て
、
直
接
女
性
に
語
り
か
け
る
、
柔
順
を
主
体
的
積
極
的
に
生
き

る
女
性
の
人
格
形
成
に
つ
い
て
の
論
述
を
、
対
象
は
己
の
子
女
で
は
あ
っ
た
が
、

ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
家
に
お
け
る
女
性
の
存
在
意
義
と
い
う
も
の
が
具
体
化

し
て
き
た
後
漠
時
代
に
お
い
て
、
こ
れ
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
仕
事
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
に
こ
そ
、
儒
教
社
会
に
お
け
る
女
性
を
男
性
に
対
す
る
一
方
的
隷
従
と

批
判
す
る
観
点
か
ら
は
、
『
女
誠
』
の
撰
者
曹
大
家
の
罪
は
大
き
い
と
さ
れ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
も
否
定
は
し
な
い
。
し
か
し
男
の
尊

と
主
導
は
、
む
し
ろ
女
の
主
体
的
卑
と
従
順
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
点
も

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
曹
氏
は
男
性
の
力
に
よ
る
問
題
解
決
は

是
認
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
興
味
深
い
。

男
女
・
夫
婦
を
陰
陽
剛
柔
で
把
握
す
る
の
は
、
中
国
古
来
の
観
方
と
い
っ
て

よ
い
。
『
易
経
』
や
『
礼
記
』
な
ど
に
こ
の
見
方
は
多
い
、
『
易
経
』
繋
辞
上
伝

に
　
「
天
は
尊
く
地
は
卑
く
し
て
、
乾
坤
定
ま
る
。
…
…
動
静
常
有
り
て
、
剛
柔

断
ま
る
。
…
…
日
月
運
行
し
て
、
一
寒
一
暑
す
。
乾
道
は
男
を
成
し
、
坤
道
女

を
成
す
。
」
、
同
「
序
卦
伝
」
　
に
「
天
地
有
り
て
然
る
後
万
物
有
り
、
万
物
有
り

て
然
る
後
男
女
有
り
、
男
女
有
り
て
然
る
後
夫
婦
有
り
。
」
、
同
　
「
揆
」
卦
の
象

そ
む

伝
に
「
天
地
揆
き
て
そ
の
事
同
じ
、
男
女
揆
き
て
そ
の
志
通
ず
。
」
、
ま
た
、
同

「
成
」
卦
の
象
伝
に
「
柔
上
り
て
剛
下
る
。
二
気
感
応
し
て
以
て
相
ひ
与
す
。

止
ま
り
て
説
ぶ
。
男
女
に
下
る
。
是
を
以
て
亨
る
。
」
な
ど
。
ま
た
、
『
礼
記
』

郊
特
牡
に
　
「
男
子
親
迎
し
て
、
男
女
に
先
ん
ず
る
は
、
剛
柔
の
義
な
り
。
天
地

に
先
ん
ず
る
な
り
。
」
や
同
〔
昏
義
〕
篇
に
　
「
天
子
陽
道
を
治
め
、
后
陰
道
を

治
む
。
」
、
『
春
秋
繁
露
』
基
義
篇
に
「
夫
を
陽
と
為
し
、
妻
を
陰
と
為
す
。
」
な

ど
。
史
書
な
ど
外
戚
伝
や
后
妃
伝
の
序
文
で
も
さ
ま
ざ
ま
に
こ
れ
に
言
及
す
る
。

『
史
記
』
外
戚
世
家
・
『
漢
書
』
外
戚
伝
の
序
文
に
、
古
来
、
授
命
の
帝
王
の

功
業
成
就
に
は
外
戚
の
助
け
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
古
来
の
后
妃
の
賛
助
を

掲
げ
て
、
「
故
に
易
は
乾
坤
に
基
づ
け
云
々
」
と
し
て
、
「
夫
れ
夫
婦
の
際
、
人

倫
の
大
倫
な
り
。
礼
の
用
は
唯
だ
婚
姻
を
兢
錠
と
為
す
。
夫
れ
楽
調
し
て
四
時

和
す
。
陰
陽
の
変
万
物
の
統
な
り
。
慎
ま
ざ
る
可
け
ん
や
。
」
　
と
論
述
し
て
い

る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
皇
后
紀
序
に
は
　
「
后
、
宮
闇
1
(
こ
う
む
の
す
ま
い
)
　
に
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位
を
正
し
、
天
王
に
同
体
云
々
」
、
同
「
列
女
伝
」
に
「
詩
書
の
女
徳
を
言
ふ

ひ
さ

こ
と
尚
し
云
々
」
と
述
べ
る
。
『
三
国
志
」
親
書
后
妃
伝
に
は
『
易
経
』
家
人

の
卦
の
豪
伝
を
引
い
て
　
「
男
位
を
外
に
正
し
、
女
位
を
内
に
正
す
。
男
女
正
し

き
は
天
地
の
大
義
な
り
。
古
先
哲
王
、
后
妃
の
制
を
明
ら
か
に
し
て
、
天
地
の

徳
に
順
は
ざ
る
は
莫
し
云
々
。
」
と
論
じ
る
。
『
晋
書
』
后
妃
伝
に
は
、
「
夫
れ

乾
坤
位
を
定
め
、
男
女
形
を
流
き
て
云
々
。
」
と
起
こ
し
、
『
礼
記
』
昏
義
を
引

い
て
、
「
天
子
と
后
と
は
、
日
と
月
と
、
陰
と
陽
と
の
如
し
、
…
…
故
に
能
く

天
寓
に
母
儀
も
て
し
、
王
化
を
助
宣
す
る
は
、
徳
、
載
物
に
均
し
く
、
大
を
坤

経
に
比
す
。
」
　
と
い
う
。
ま
た
伝
末
に
　
「
史
臣
日
く
、
方
祇
、
安
を
体
し
て
、

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

か

　

　

　

こ

ら

乾
儀
に
偏
き
て
徳
を
合
し
、
…
…
故
に
知
る
、
陽
は
燥
し
陰
は
擬
す
云
々
。
」

と
い
う
。
ま
た
同
「
列
女
伝
」
序
に
は
　
「
夫
れ
三
才
位
を
分
か
ち
て
、
室
家
の

道
克
く
隆
ん
に
、
二
族
交
歓
し
て
貞
烈
の
風
斯
ち
著
ら
か
な
り
。
」
な
ど
な
ど

で
あ
る
。

【
原
文
〕

程
氏
女
典
日
、
丈
夫
百
行
、
以
功
補
過
、
婦
人
四
教
、
以
備
為
成
、
是
以
礼

有
公
官
宗
室
之
教
、
詩
有
帽
下
萌
藻
之
貧
、
然
後
家
道
許
允
、
儀
則
表
見
於
内
、

若
夫
麗
色
妖
容
、
高
才
美
辞
、
貌
足
候
城
、
言
足
乱
国
、
比
乃
蘭
形
棟
心
、
玉

曜
瓦
廣
在
邦
必
危
、
在
家
必
亡
、

程
氏
女
典
に
日
く
の
、
丈
夫
に
百
行
あ
り
て
、
功
を
以
て
過
ち
を
禰
ふ

伽
。
婦
人
四
教
伽
あ
り
て
、
備
は
れ
る
を
以
て
成
れ
る
と
為
す
。
是
を
以

て
礼
に
公
宮
・
宗
室
の
教
へ
有
り
糾
。
詩
に
庸
下
瀬
藻
の
貧
有
り
脚
。
然

る
後
に
、
家
道
、
語
允
(
や
わ
ら
ぎ
た
だ
し
)
　
に
し
て
、
儀
則
、
内
に
表
見

す
如
。
夫
の
麗
色
妖
容
に
し
て
、
高
才
美
辞
の
な
る
が
若
き
は
、
貌
は
、

城
を
傾
く
に
足
り
、
言
は
、
国
を
乱
す
に
足
る
。
此
れ
乃
ち
蘭
の
形
に
し

、
て
棟
の
心
、
玉
の
曜
き
あ
り
て
瓦
の
質
な
り
。
邦
に
在
り
て
は
必
ず
危
に

し
、
家
に
在
り
て
は
必
ず
亡
ぼ
す
川
。

○
資
料
研
究

、

(
1
)
侯
康
『
補
三
国
芸
文
志
』
巻
四
儒
家
類
に
、
「
程
暁
、
女
典
篇
、
芸
文

類
衆
巻
二
十
三
に
見
ゆ
」
と
紹
介
す
る
。
ま
た
、
挑
振
宗
『
三
国
芸
文
志
』
巻

三
に
、
「
厳
可
均
全
三
国
文
編
に
日
く
、
程
暁
、
女
典
篇
、
芸
文
類
衆
巻
二
十

三
に
見
ゆ
」
と
あ
る
。
厳
可
均
『
全
三
国
文
』
巻
三
九
に
は
、
「
暁
、
字
は
季

明
。
東
郡
東
阿
の
人
衛
尉
軽
量
の
孫
。
黄
初
中
、
列
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
嘉
平
中
、

黄
門
侍
郎
と
為
る
。
後
、
汝
南
太
守
と
為
る
。
集
二
巻
有
り
。
」
と
紹
介
し
、
「
請

罷
校
事
官
疏
」
・
「
与
侍
玄
書
」
・
「
女
典
篇
」
　
を
録
す
る
。

程
暁
の
伝
は
、
『
三
国
志
』
魂
書
巻
一
四
軽
量
伝
の
孫
暁
と
し
て
伝
記
が
見

え
る
。
注
に
、
「
暁
別
伝
に
日
く
、
暁
、
大
い
に
文
章
を
著
は
す
も
、
亡
失
す

る
多
し
。
今
の
存
す
る
者
、
十
分
の
一
な
る
能
は
ず
。
」
と
い
う
。

『
芸
文
類
衆
』
巻
二
三
に
引
く
貌
程
暁
『
女
典
篇
』
に
は
、
「
婦
人
四
教
、

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

　

　

　

　

　

か

以
備
為
成
、
」
　
の
下
に
、
「
婦
徳
閑
く
れ
ば
、
則
ち
仁
義
靡
た
る
。
婦
音
感
く
れ

あ
な
ど

ば
、
則
ち
辞
令
(
こ
と
ば
づ
か
い
)
憤
る
。
婦
工
簡
な
れ
ば
、
則
ち
緑
綬
荒
れ
る
。
」

の
部
分
が
有
る
　
(
厳
可
均
『
全
三
国
文
』
も
同
じ
)
。
鼎
元
は
こ
の
部
分
を
省
略

し
て
い
る
。

こ
れ
と
直
接
関
係
は
な
い
が
、
『
女
典
篇
』
の
記
載
に
次
の
疑
問
が
有
る
。
「
婦

人
四
教
」
を
掲
げ
、
各
々
が
欠
け
た
と
き
の
問
題
点
を
こ
こ
に
列
ね
る
の
に
、

「
婦
容
」
　
に
は
言
及
し
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
原
典
か
ら
こ
の

部
分
が
欠
落
し
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。

1
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(
2
)
『
詩
経
』
衛
風
　
「
堀
」
　
の
　
「
士
の
耽
る
は
、
猶
は
説
く
可
き
な
り
。
女

の
耽
る
は
、
説
く
可
か
ら
ず
。
」
　
の
鄭
玄
箋
に
、
「
士
に
百
行
有
り
て
、
以
て
功

過
相
ひ
除
く
可
し
。
婦
人
に
至
り
て
は
、
外
事
無
し
経
だ
貞
信
を
以
て
節
と
為

す
。
」
　
と
い
う
。

(
3
)
　
婦
徳
・
婦
言
・
婦
容
・
婦
功
の
四
。

(
4
)
前
注
に
解
説
。
『
礼
記
』
昏
義
篇
な
ど
の
文
に
よ
る
。

(
5
)
前
注
に
解
説
。
『
毛
詩
』
召
南
の
　
「
采
森
」
　
に
よ
る
。
「
干
以
貴
之
、
宗

室
庸
下
」
と
あ
る
。

(
6
)
原
文
「
儀
則
表
見
於
内
」
を
、
『
女
典
篇
』
で
は
、
「
儀
表
則
見
於
内
(
儀

表
、
則
ち
内
よ
り
見
え
は
る
)
」
　
に
作
っ
て
い
る
。
鼎
元
が
自
ら
の
判
断
で
改

め
た
も
の
か
、
誤
引
し
た
も
の
か
決
し
難
い
。

(
7
)
『
詩
経
』
大
雅
、
「
蕩
」
　
の
　
「
胎
印
」
に
、
「
哲
夫
、
城
を
成
し
、
哲
婦
、

わ
ぎ
わ
い
　
は
じ
め

城
を
傾
く
。
…
…
婦
の
長
舌
有
る
は
、
維
れ
席
の
階
な
り
。
乱
、
天
白
り

あ
ら

降
る
に
匪
ず
。
婦
人
自
り
生
ず
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
劉
向
『
列
女
伝
』
の
撃

壁
篇
に
は
、
家
を
亡
ぼ
し
国
を
傾
け
た
女
性
た
ち
の
伝
記
を
列
ね
る
。

【
原
文
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

易
日
、
家
人
、
利
女
貞
、
衆
目
家
人
、
女
正
位
平
内
、
男
正
位
乎
外
、
男
女

正
、
天
地
之
大
義
也
、
家
人
有
厳
君
蔦
、
父
母
之
謂
也
、
父
父
子
子
、
兄
兄
弟

弟
、
夫
夫
婦
婦
、
而
家
道
正
、
正
家
而
天
下
定
夫
、

易
に
日
く
、
家
人
。
女
の
貞
し
き
に
利
あ
り
。
象
に
日
く
、
家
人
。
女
、

位
を
内
に
正
し
。
男
、
位
を
外
に
正
す
。
男
女
、
正
し
き
は
、
天
地
の
大

義
な
り
。
家
人
に
厳
君
有
り
と
は
、
父
母
の
謂
な
り
。
父
、
父
た
り
、
子
、

子
た
り
。
兄
、
見
た
り
、
弟
、
弟
た
り
。
夫
、
夫
た
り
、
婦
、
婦
た
り
。

而
し
て
家
道
正
し
。
家
を
正
し
て
、
而
し
て
天
下
定
ま
る
川
。

(
1
)
『
易
経
』
家
人
の
卦
に
基
づ
く
。

『
管
子
』
形
勢
貨
に
、
「
父
、
父
た
ら
ざ
れ
ば
、
子
、
子
た
ら
ず
」
と
あ
り
、

「
形
勢
解
」
篇
に
も
補
っ
て
説
明
す
る
。
ま
た
、
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
、
「
父
、

父
た
り
。
子
、
子
た
り
。
…
…
父
、
父
た
ら
ず
、
子
、
子
た
ら
ざ
れ
ば
云
々
」

と
あ
る
。
『
漢
書
』
列
伝
三
三
・
武
玉
子
伝
の
戻
太
子
伝
の
茂
　
〔
令
狐
茂
〕
　
の

上
書
に
、
「
父
、
慈
し
、
母
、
愛
し
て
、
室
家
の
中
、
子
、
乃
ち
孝
順
な
り
、

…
…
父
、
父
た
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
、
子
、
子
た
ら
ず
」
と
。
『
礼
記
』
礼
運
篇

に
、
「
父
は
慈
し
て
子
は
孝
す
、
兄
は
良
し
て
弟
は
弟
す
、
夫
は
義
し
て
婦
は

聴
す
、
長
は
恵
し
て
幼
は
順
す
、
君
は
仁
し
て
臣
は
忠
す
。
」
と
の
べ
る
。
ま

た
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
六
年
や
、
『
貴
子
春
秋
』
外
篇
重
而
異
者
鴬
の
貴

子
の
言
に
は
、
「
父
は
慈
し
て
子
は
孝
す
、
兄
は
愛
し
て
弟
は
敬
す
、
夫
は
和

し
て
妻
は
柔
す
、
姑
は
慈
し
て
婦
は
聴
す
」
と
見
え
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公

十
八
年
に
、
「
父
は
義
し
、
母
は
慈
し
、
兄
は
友
し
、
弟
は
恭
し
、
子
は
孝
す
」
、

〔
隠
公
〕
　
三
年
に
、
「
君
は
義
し
て
臣
は
行
し
、
父
は
慈
し
て
子
は
孝
し
、
兄

は
愛
し
て
弟
は
恭
す
」
と
あ
る
。
『
大
戴
礼
記
』
四
代
篇
に
は
、
「
父
は
慈
し
て

子
は
孝
し
、
兄
は
愛
し
て
弟
は
敬
す
」
　
等
々
。

〔
原
文
〕

右
第
一
篇
、
統
論
女
学
之
要
、
全
書
之
綱
領
也
、
其
下
四
篇
、
引
古
人
之
嘉

言
善
行
、
以
終
此
篇
之
義
、

右
第
一
l
篇
、
女
学
の
要
を
統
論
す
。
全
書
の
綱
領
な
り
。
其
の
下
四
篇

に
て
は
、
古
人
の
嘉
言
・
善
行
を
引
き
て
、
以
て
此
の
貨
の
義
を
終
ふ
。
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◎
『
典
故
列
女
伝
』
頭
注
部
分

司
馬
光
『
家
範
』
巻
一
に
、
『
周
易
』
・
『
礼
記
』
・
『
孝
経
』
・
『
詩
経
』
な
ど

か
ら
、
家
を
整
え
る
た
め
の
要
諦
を
掲
げ
、
呂
坤
『
閏
範
図
説
』
巻
一
寡
言
篇

に
、
古
典
諸
書
の
示
す
女
性
認
識
を
掲
げ
る
。
藍
鼎
元
『
女
学
』
の
　
「
女
学
総

要
」
も
基
本
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
体
裁
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
典
故
列
女
伝
』
も
本
文
は
同
じ
で
あ
る
が
、
上
段
に
頭
注
解
説
を
載
せ
る
。

今
、
こ
の
書
の
版
本
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

)

内
閣
文
庫
本
・
東
洋
文
庫
a
本
・
②
東
洋
文
庫
b
本
・
③
嘉
慶
乙
丑
　
(
一
〇
)

(

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

年
版
本
　
(
一
八
〇
五
年
)
・
④
同
治
二
年
版
本
　
(
一
八
六
三
年
)
・
⑤
国
立
国
会
図

書
館
本
　
(
光
緒
六
年
、
一
八
八
〇
年
)
・
⑥
光
緒
六
年
版
本
　
暁
星
樵
人
復
校
重

刊
　
(
一
八
八
〇
年
)
　
で
あ
る
。
な
お
、
今
一
本
、
台
湾
の
故
宮
博
物
院
に
、
嘉

慶
壬
成
　
(
七
)
年
刊
本
が
存
す
る
が
こ
れ
は
未
見
で
あ
る
。

次
に
、
巻
一
、
一
葉
～
二
葉
表
に
か
け
て
掲
げ
る
頭
注
を
掲
げ
る
。
先
ず
、

)

①
内
閣
文
庫
本
・
東
洋
文
庫
a
本
原
文
を
掲
げ
、
書
き
下
し
文
を
連
ね
る
。
内

(

閣
文
庫
本
を
掲
げ
る
理
由
は
後
に
述
べ
る
。

〔
原
文
〕

七
出
、
無
子
悪
疾
両
傾
、
似
過
苛
、

但
古
世
禄
之
家
重
嫡
立
子
、
必
以
正
室
所
生
、

礼
称
、
支
庶
子
不
祭
、
所
以
重
大
宗
而
尊
宗
桃
也
、

無
子
、
継
体
之
位
、
岩
可
久
虚
、
悪
疾
、
無
以
潔
薇
繁
而
奉
祭
祀
、
必
漬
男
沢
、

而
内
無
二
正
、
使
彼
無
罪
忽
降
為
婚
妾
、
情
実
不
忍
、
故
不
得
巳
而
出
也
、
而

終
不
与
五
者
同
、
故
又
云
、
無
所
帰
者
不
去
、
養
老
於
家
、
庶
幾
情
義
両
尽
耳
、

然
諸
侯
之
妻
無
子
、
亦
有
養
妾
子
為
巳
子
者
、
若
庶
民
之
家
無
子
、
恐
不
在
此

例
、

茎
勇
、
以
菜
雑
肉
為
糞
、

瀬
音
頻
、
大
洋
也
、
藻
音
早
、
水
草
可
食
、

垢
音
筍
、
忍
辱
含
垢
、
言
甘
貧
賎
労
苦
不
較
論
也

七
出
、
子
無
・
悪
疾
の
両
條
、
過
だ
苛
な
る
に
似
た
り
。

但
だ
、
古
世
禄
の
家
、
嫡
を
重
ん
じ
、
子
を
立
つ
る
に
必
ず
正
室
の
生
む

所
を
以
て
す
。
　
　
　
　
「

礼
に
称
す
、
支
庶
子
は
祭
ら
ず
と
。
大
宗
を
重
ん
じ
而
し
て
宗
桃
を
尊
ぶ

所
以
な
り
の
。

子
無
き
、
継
体
の
位
、
豊
に
久
し
く
虚
に
す
可
け
ん
や
。
悪
疾
、
以
て
薇

繁
を
潔
に
し
て
而
し
て
祭
祀
を
奉
る
無
き
な
り
。
必
ず
須
ら
く
男
に
択
ぶ

べ
け
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も
内
に
二
正
無
し
。
彼
の
無
罪
を
し
て
忽
ち
に
降

し
て
脾
妾
と
為
さ
使
む
る
は
情
と
し
て
実
に
忍
び
ず
。
故
に
巳
む
を
得
ず

し
て
出
だ
す
な
り
。
而
し
て
終
に
五
者
と
同
じ
く
せ
ず
。
故
に
又
た
云
ふ
、

帰
す
る
所
無
き
者
は
去
ら
ず
、
老
を
家
に
養
ふ
と
。
情
義
両
つ
な
が
ら
尽

ね
が

く
さ
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
の
み
。
然
れ
ど
も
諸
侯
の
妻
、
子
無
き
も
、
亦
た

妾
子
を
養
ひ
て
己
の
子
と
為
す
者
有
り
。
庶
民
の
家
の
子
無
き
が
若
き
、

恐
ら
く
は
此
の
例
に
在
ら
ざ
ら
ん
伽
。

葺
勇
、
菜
を
以
て
肉
を
雑
へ
て
勇
と
為
す
。

嶺
、
音
頻
。
大
洋
な
り
。

藻
、
音
早
。
水
草
の
食
ら
う
可
き
も
の
。

は
じ

垢
、
音
筍
。
忍
辱
し
て
垢
を
含
む
。
言
ふ
こ
こ
ろ
、
貧
賎
・
労
苦
に
甘
ん
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じ
て
較
論
せ
ざ
る
な
り
。

○
資
料
研
究

(
1
)
『
確
記
』
曲
鵡
下
に
、
「
支
子
、
祭
ら
ず
。
祭
れ
ば
、
必
ず
宗
子
に
告
ぐ
ご

と
あ
る
。
〔
喪
服
小
記
〕
　
に
、
「
庶
子
、
祖
を
祭
ら
ざ
る
者
は
、
其
の
宗
を
明
ら

か
に
す
。
」
　
と
、
ま
た
、
〔
大
停
〕
　
に
、
「
庶
子
、
祭
ら
ざ
る
は
、
其
の
宗
を
明

ら
か
に
す
。
」
と
見
え
る
。

(
2
)
七
出
の
　
「
子
無
き
は
去
る
」
　
に
つ
い
て
、
『
孟
子
』
離
婁
上
篇
に
　
「
不

孝
に
三
有
り
、
後
無
き
を
大
と
為
す
」
　
と
い
う
。
超
岐
注
に
、
「
礼
に
於
て
、

不
孝
な
る
者
三
有
り
。
…
…
要
ら
ず
し
て
子
無
き
は
、
先
祖
の
祀
を
断
つ
。
…

…
三
者
の
中
、
後
無
き
を
大
と
為
す
。
」
と
い
う
。
『
呂
氏
春
秋
』
過
合
篇
に
、

「
人
に
人
の
妻
と
為
る
者
有
り
。
人
、
其
の
父
母
に
告
げ
て
日
く
、
嫁
必
ず
し

も
生
ま
ざ
る
な
り
。
衣
器
の
物
、
外
に
之
を
蔵
し
て
以
て
生
ま
ざ
る
に
備
ふ
可

L
と
云
々
。
」
　
と
あ
る
。
愈
樋
『
諸
子
平
議
』
は
、
古
は
、
子
の
無
い
婦
人
は

出
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
を
恐
れ
て
外
に
衣
器
を
蔵
し
て
備
え
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
と
し
、
『
杜
南
子
』
氾
論
篇
に
　
「
宋
人
に
子
に
嫁
す
る
者
有
り
。
其
の

子
に
告
げ
て
日
く
、
嫁
、
必
ず
し
も
成
ら
ざ
る
こ
と
有
り
。
如
し
出
だ
さ
る
る

有
れ
ば
、
私
蔵
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
私
蔵
し
て
富
め
ば
、
其
の
以
て
復
た
嫁
す

る
に
於
て
易
け
れ
ば
な
り
。
」
を
引
い
て
、
大
旨
は
こ
れ
と
同
じ
と
い
う
。
、

明
の
劉
基
『
誠
意
伯
文
集
』
巻
四
の
　
「
郁
離
子
」
に
、
「
七
出
」
に
つ
い
て
、

の
　
「
或
間
」
　
に
対
し
て
、
「
走
れ
後
世
薄
夫
の
云
ふ
所
に
し
て
聖
人
の
意
に
非

ざ
る
な
り
。
」
と
し
、
「
淫
」
・
「
妬
」
・
「
不
孝
」
・
「
多
言
」
・
「
盗
」
の
五
は
、
「
天

下
の
悪
徳
」
　
で
あ
る
が
、
「
悪
疾
」
・
「
無
子
」
　
は
、
「
童
に
人
の
欲
す
る
所
な
ら

ん
や
。
欲
す
る
所
に
非
ず
し
て
而
し
て
之
を
得
る
は
、
其
の
不
幸
な
り
」
と
し
、

「
夫
婦
、
人
倫
の
一
な
り
。
婦
、
夫
を
以
て
天
と
為
す
其
の
不
幸
を
斡
ま
ず
し

て
遂
に
之
を
棄
つ
る
は
、
豊
に
天
理
な
ら
ん
や
。
而
る
を
、
是
を
以
て
典
訓
と

為
す
は
、
走
れ
不
仁
を
教
へ
て
以
て
人
道
を
賊
ふ
も
の
な
り
云
々
ご
と
い
う
。

ま
た
、
明
の
陳
露
『
両
山
塁
談
』
巻
六
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
、
「
婦
に
七
去

あ
り
。
其
の
五
は
言
う
可
き
者
無
き
も
、
悪
疾
・
無
子
に
至
り
て
は
則
ち
人
の

不
孝
な
り
。
・
・
・
古
賢
謂
ふ
、
夫
婦
、
人
倫
の
一
な
り
。
婦
、
夫
を
以
て
天

と
為
す
。
今
、
其
の
不
孝
を
玲
ま
ず
し
て
こ
れ
を
棄
つ
る
は
、
豊
に
天
理
な
ら

ん
や
。
」
と
い
う
。
こ
の
見
方
は
、
『
典
故
列
女
伝
』
の
こ
の
頭
注
の
指
摘
に
類

似
し
て
い
る
。

清
の
李
慈
銘
『
越
綬
堂
文
集
』
は
、
七
出
に
つ
い
て
、
そ
の
六
は
と
も
か
く
、

「
無
子
に
至
り
て
は
、
人
の
能
く
主
る
所
に
非
ず
。
此
を
以
て
出
だ
さ
る
れ
ば
、

則
ち
狂
且
・
蕩
色
な
る
者
は
、
将
に
為
さ
ざ
る
所
無
か
ら
ん
と
す
。
而
も
幽
閑

の
枇
雛
を
被
る
者
も
、
恐
ら
く
は
其
の
紀
極
を
知
ら
ざ
ら
ん
。
」
と
い
う
。
まゆ

る

た
、
『
唐
律
琉
議
』
中
の
問
答
を
掲
げ
る
。
「
妻
の
無
子
な
る
者
、
出
だ
す
を
聴

す
と
。
未
だ
幾
年
に
し
て
無
子
な
れ
ば
即
ち
之
を
出
だ
す
か
を
知
ら
ず
。
」
　
の

問
い
に
対
し
て
、
「
礼
に
云
ふ
、
妻
、
年
五
十
以
上
に
し
て
無
子
な
れ
ば
庶
長

を
立
つ
る
を
聴
す
と
。
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
妻
を
姿
れ
ば
宗

廟
の
祭
祀
を
承
け
継
い
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
妻
で
子
が
無
け
れ
ば
、

あ
わ
九

情
の
玲
む
所
で
は
あ
る
が
、
礼
に
お
い
て
は
弄
る
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
禁

を
設
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
五
十
に
至
れ
ば
、
三
年
の
喪
に
会
わ

な
い
者
は
寡
い
。
′
ま
た
、
二
十
で
嫁
い
で
五
十
に
至
れ
ば
、
経
済
的
に
家
に
貢

献
し
な
い
者
も
寡
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
子
無
き
は
去
る
の
き
ま
り
は
、
律

に
設
け
て
い
て
も
実
際
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

『
詩
経
』
衛
風
の
　
「
河
広
」
　
の
疏
に
、
「
諸
侯
の
夫
人
、
子
無
し
と
錐
も
出
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だ
さ
ざ
る
は
、
媛
妾
既
に
多
く
絶
嗣
す
可
か
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
。
故
に
易
同

人
の
注
に
云
ふ
、
天
子
諸
侯
夫
人
出
だ
さ
ず
と
。
走
れ
な
り
。
知
る
者
は
、
春

秋
、
魯
の
夫
人
子
無
き
も
の
多
し
。
皆
、
出
だ
さ
ず
。
著
し
余
の
六
出
を
犯
さ

ば
則
ち
去
る
。
故
に
雑
記
に
出
夫
人
の
礼
有
り
云
々
。
」
と
あ
る
。

次
に
、
①
～
⑥
の
諸
版
本
を
比
較
す
る
。

⑤
位
、
岩
可
久
虚
、
思
疾
、
l
無
以
礼
制
幸
雨
季
祭
祖
、
必
濵
男
択
、
而
内
無
二

⑥
位
、
童
可
久
虚
、
悪
疾
、
無
以
礼
制
三
両
牽
祭
祖
、
必
須
男
沢
、
而
内
無
二

①
七
出
、
無
子
悪
疾
両
條
、

②
七
出
、
無
子
応
疾
両
候
、

③
七
出
、
無
子
応
疾
両
條
、

①
七
出
、
無
子
惑
疾
両
候
、

⑤
七
出
、
無
子
応
疾
両
條
、

⑥
七
出
、
無
子
悪
疾
両
條
、

似
過
苛
、
但
古
世
禄
之
家
重
嫡
立
子
、

似
過
苛
、
但
古
世
禄
之
家
重
嫡
立
子
、

似
過
苛
、
但
古
世
禄
之
家
重
嫡
立
子
、

似
過
甚
、
但
古
世
禄
之
家
重
嫡
立
子
、

似
過
奇
、
但
古
世
禄
之
家
重
嫡
立
子
、

似
過
苛
、
但
古
世
禄
之
家
重
嫡
立
子
、

必
以
正
室

必
以
正
室

必
以
正
室

必
以
正
室

必
以
正
室

必
以
正
室

①
正
、
使
彼
無
罪
忽
降
為
碑
妾
、

②
正
、
使
彼
無
罪
忽
降
為
如
妾
、

③
正
、
.
使
彼
無
罪
忽
降
為
姐
妾
‥

⑥
正
、
使
彼
無
罪
忽
降
為
姫
妾
、

⑤
正
、
使
彼
無
罪
忽
降
為
始
妾
、

⑥
正
、
使
彼
無
非
忽
降
為
姫
妾
、

情
実
不
忍
、

情
実
不
忍
、

情
実
不
忍
、

情
実
不
忍
、

「清
実
不
忍
、

情
実
不
忍
、

故
不
得
巳
涌
出
也
、

故
不
得
巳
而
出
也
、

故
不
得
巳
而
出
也
、

故
不
得
巳
而
出
也
、

故
不
得
巳
而
出
也
、

故
不
得
巳
而
出
也
、

而
終
不
与

而
終
不
与

而
終
不
与

而
終
不
与

而
終
不
与

而
終
不
与

①
五
着
同
、
故
又
云
、
無
所
帰
者
不
去
、

①
所
生
、
礼
称
、

②
所
生
、
礼
称
、

③
所
生
、
礼
称
、

⑥
所
生
、
礼
称
、

⑤
所
生
、
礼
称
、

⑥
所
生
、
礼
称
、

支
庶
子
不
祭
、

夫
庶
子
不
祭
、

夫
庶
子
不
祭
、

夫
庶
子
不
祭
、

夫
庶
子
不
祭
、

夫
庶
子
不
発
、

所
以
重
大
宗
而
尊
宗
桃
也
、

所
以
重
大
宗
而
尊
宗
就
也
、

所
以
重
大
宗
而
尊
宗
就
也
、

所
以
重
大
宗
而
尊
宗
祀
也
、

所
以
重
大
宗
而
尊
宗
桃
也
、

所
以
重
大
宗
而
尊
宗
祀
也
、

無
子
、
継
体
之

無
子
、
継
体
之

無
子
、
継
体
之

無
子
、
継
体
之

無
子
、
継
体
之

無
子
、
継
体
嗣

②
五
者
同
、
故
又
云
、

③
五
着
同
、
放
又
云
、

⑥
五
者
同
、
故
又
云
、

⑤
五
着
同
、
故
又
云
、

⑥
五
着
同
、
故
又
云
、

無
所
帰
者
不
去
、

無
所
帰
者
不
去
、

無
所
帰
者
不
去
、

無
所
帰
着
不
去
、

無
所
帰
者
不
去
、

養
老
於
家
、

養
老
於
家
、

養
老
於
家
、

養
老
於
家
、

養
老
於
家
、

養
老
於
家
、

庶
幾
情
義
両
尽
耳
、
然

庶
務
情
義
両
尽
耳
、
故

庶
務
情
義
両
尽
耳
、
故

庶
幾
情
義
両
尽
耳
、
故

庶
務
情
義
両
尽
耳
、
故

庶
幾
情
義
両
尽
耳
、
故
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①
位
、
童
可
久
虚
、

②
位
、
岩
可
久
虚
、

③
位
、
童
可
久
虚
、

①
位
、
蓋
可
久
虚
、

悪
疾
、
無
以
潔
菰
繁
而
奉
祭
祀
、

思
疾
、
無
以
礼
制
幸
而
辛
祭
祀
、

思
疾
、
無
以
礼
制
幸
而
辛
祭
祀
、

悪
疾
、
無
以
礼
制
使
不
去
祭
祀
、

必
濵
男
択
、

必
濵
男
沢
、

必
漬
男
択
、

必
濵
男
択
、

而
内
無
二

而
内
無
二

而
内
無
二

而
内
無
二

①
諸
侯
之
妻
無
子
、

②
諸
侯
之
妻
無
子
、

③
諸
侯
之
妻
無
子
、

④
諸
侯
之
妻
無
子
、

⑤
諸
侯
之
妻
無
子
、

⑥
諸
侯
之
妻
無
子
、

亦
有
養
妾
子
為
巳
子
者
、

亦
有
養
妾
子
為
巳
子
者
、

亦
有
養
妾
為
巳
子
者
、

亦
有
養
妾
子
為
巳
子
音
、

亦
有
養
妾
子
為
巳
子
老
、

亦
有
養
妻
子
為
巳
子
音
、

若
庶
民
之
家
無
子
、

若
庶
民
之
家
無
子
、

若
庶
民
之
家
無
子
、

若
庶
民
之
家
無
子
、

若
庶
戸
之
家
無
子
、

若
庶
民
之
家
無
子
、

恐
不
在
此

恐
不
在
此

恐
不
在
此

恐
不
在
此

恐
不
在
此

恐
不
在
此
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①
例
、
茎
嚢
、

②
例
、
葺
美
、

③
例
、
葺
美
、

④
例
、
宅
糞
、

⑤
例
、
宅
美
、

⑥
例
、
茎
弟
、

以
菜
雑
肉
為
襲
、
轟
音
頻
、

以
菜
雑
肉
為
美
、
頻
音
頻
、

以
菜
雑
内
為
美
、
頻
音
頻
、

以
菜
雑
内
為
勇
、
頻
音
頻
、

以
菜
雑
肉
為
美
、
頻
音
頻
、

以
菜
雑
肉
為
糞
、
頻
音
頻
、

大
洋
也
、
藻
音
早
、

大
洋
也
、
何
音
早
、

大
渾
也
、
河
音
早
、

大
渾
也
、
藻
音
早
、

大
渾
也
、
何
音
早
、

大
捧
也
、
藻
音
早
、

水
草
可
食
、

木
草
可
食
、

木
草
可
食
、

水
草
可
食
、

水
草
可
食
、

水
草
可
食
、

①
垢
音
筍
、

②
垢
音
筍
、

③
垢
音
筍
、

④
垢
音
筍
、

⑤
垢
音
筍
、

⑥
垢
音
筍
、

忍
辱
含
垢
、

忍
辱
含
垢
、

忍
辱
含
垢
、

忍
辱
含
垢
、

忍
辱
含
垢
、

忍
辱
含
垢
、

言
甘
貧
賎
労
苦
不
較
論
也
、

言
甘
貧
賎
労
苦
不
較
濁
也
、

言
甘
貧
賎
労
苦
不
較
濁
也
、

言
甘
貧
賎
労
苦
不
較
燭
也
、

言
甘
貧
賎
労
苦
不
較
凋
也
、

言
甘
貧
賎
労
苦
不
敗
徳
也
、

)

以
上
比
較
し
て
み
る
に
、
・
内
閣
文
庫
本
・
東
洋
文
庫
a
本
は
、
出
版
年
を

(

確
認
で
き
な
い
が
、
文
字
の
誤
り
が
無
く
、
諸
版
本
の
内
で
は
最
も
早
く
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
②
以
下
の
も
の
に
は
文
字

の
異
同
多
く
、
意
味
の
通
じ
な
い
句
も
有
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

頭
注
に
誤
り
の
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
典
故
列
女
伝
』
と
い
う
も
の
の
性
格

が
お
よ
そ
想
像
で
き
そ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
版
刻
の
初
め
は
か
な
り
.
の
学
識
の

あ
る
人
が
企
画
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
の
版
刻
に
お
い
て
は
、
文
字

の
校
定
も
正
確
に
な
さ
れ
ず
、
単
に
刊
行
の
み
を
目
的
と
し
て
事
は
運
ば
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
誤
り
の
多
い
俗
本
と
し
て
版
を
更
め

刊
行
さ
れ
た
こ
の
事
実
が
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
こ
の
書
が
、
女
性
教
導
書
と

し
て
、
文
字
の
正
確
さ
に
か
な
ら
ず
L
も
神
経
質
で
な
い
世
俗
の
世
界
で
も
注

目
さ
れ
そ
れ
な
り
の
役
割
も
担
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
の
一
つ
の
証
と
も
見
る

こ
と
が
で
き
そ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
藍
鼎
元
『
女
学
』
に
、
資
料
整
理
は
詳
細
で
あ
っ
て
類
別
に

丁
寧
で
内
容
は
充
実
し
、
こ
こ
に
女
教
の
書
と
し
て
の
一
定
の
品
格
を
認
め
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
故
に
、
一
見
、
世
俗
の
世
界
に
は
流
布
L

が
た
い
固
さ
も
感
じ
る
し
、
編
纂
者
が
期
待
し
た
ほ
ど
に
は
社
会
的
に
注
目
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
『
典
故

列
女
伝
』
の
如
き
書
の
存
在
に
直
面
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
実
は
こ
の
書

は
、
世
俗
の
現
実
に
も
っ
と
幅
広
い
対
応
の
で
き
る
要
素
を
含
ん
で
い
た
と
考

え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
二
葉
裏
に
、
①
「
旭
醇
病
之
人
」
な
る
頭
注
が
有
り
、
諸
本
比
較
す

る
と
、

②
就
春
病
之
人

③
就
背
病
之
人

④
低
療
病
之
人

⑤
鼓
養
病
之
人

⑥
執
背
痛
之
人

で
あ
る
。
①
「
脂
療
病
之
人
」
が
本
文
の
注
と
し
て
意
味
を
持
つ
他
は
、
す
べ

て
誤
り
で
あ
る
。
一
版
刻
の
際
に
お
け
る
頭
注
へ
の
配
慮
が
い
か
に
希
薄
で
あ
っ

た
か
が
伺
え
る
。

(
本
稿
は
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
(
2
)
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)
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